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はじめに

志木市教育委員会

教育長細田信良

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、人口 6万 6千を擁する自然と文化の調和

する都市です。この地には、我々 の先人たちが遺した足跡と も言うべき埋蔵文化

財包蔵地(遺跡)が16遺跡確認されています。

本書は、平成 4年度に発掘調査が実施された城山遺跡第 15・16地点の発掘調査

報告書です。

主な内容についてですが、城山遺跡第15地点は、志木市立第 3小学校の西校舎

裏の道路工事に伴い発掘調査が実施されたもので、古墳時代後期の住居跡 6軒や

柏城関連の堀跡 2本などが発見され、 そこから、貴重な土器や陶・磁器などが検

出されています。

また、城山遺跡第16地点は、共同住宅建設に伴い発掘調査が実施され、縄文時

代の遺物包含層、平安時代の住居跡 l軒、 中 ・近世の溝跡 2本・井戸跡 2基が発

見されています。特に、縄文時代の遺物包含層か ら、日本最古の土器群とみなさ

れる草創期の爪形文系土器が 1点検出されています。

以上のような、貴重な発見により、 志木市の歴史にまた新たなる 1ページが追

加されたことは大変喜ばしいことであり、同時に本書が郷土の歴史研究のために

広く活用されますよう切に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導ご協力いただきました文化

庁、埼玉県文化財保護課、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多 くの

方々並びに関係者に対し、心から厚くお礼申し上げます。



例

1.本書は、埼玉県志木市柏町三丁目に所在する城山遺跡� (県No.09-003)の第15・16地点の発掘調査

報告書である。� 

2.発掘調査は、志木市教育委員会の斡旋により、各開発主体者から志木市遺跡調査会が委託を受け実

施した。整理作業及び報告書刊行は、志木市教育委員会が実施した。� 

3.本書の作成において、執筆は尾形則敏・ 佐々木保俊 ・深井恵子・佐々木潤が分担して行い、編集は

尾形則敏・深井恵子が行った。なお、朝霞市博物館の野沢 均氏には、中・近世の遺物についてご教

示を頂いた。

尾形則敏 第� 1章、第� 2・3章第� 1節、第� 2節の検出された遺物、第� 4章


佐々木保俊第�  3章第� 5節


深井恵子 第� 2・3章第� 2節の検出された遺構


佐々木潤 第� 2章第� 4節
 

4. 旧石器 ・縄文時代の石器の実測及び観察表の作成は、情)アルケーリサーチ代表取締役藤波啓容に依

頼した。� 

5.遺物の実測は、 鎌本あけみ・星野恵美子・松浦恵子が行い、遺構・遺物のト レースは、深井恵子が

行った。写真撮影は尾形則敏が行った。� 

6.本書の遺構・造物の挿図版の指示は、以下のとおりである。� 

O挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。� 

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。� 

Oピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示 し、単位はcmで、ある。

。遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。� 

O遺構の略記号は、以下のとおりである。� 

H=古墳時代~平安時代の住居跡� s=集石� D=土坑� w=井戸跡、� 

M=溝跡� p=ピット� 

0遺物挿図版中のスクリーントーンは基本的に赤色土器の赤彩範囲を示すが、番号下に黒彩と表示が

あるものは、黒色土器の黒彩範囲を示す。� 

7. 第� 3章第� 5節の遺構外出土遺物の記述で用いた色の表示は 『新版 標準土色帖� 1999年版』農林水

産技術会議事務局監修 ・財団法人日本色彩研究所色票監修を参照 した。� 

8.各遺跡の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、以下の諸機関 ・諸氏のご教示 ・ご援助を賜っ た。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課・埼玉県立博物館・ 埼玉県立歴史資料館・埼玉県立さきたま資

料館・埼玉県立埋蔵文化財セ ンター・朝霞市博物館・富士見市立水子貝塚資料館

会田 明 ・浅野晴樹・荒井幹夫・飯田充晴 ・井上洋一 ・上田 寛 ・江原 11国・ 加藤秀之 ・片平雅俊・

隈本健介・栗原和彦・小出輝雄 ・肥沼正和・小滝 勉 ・小林寛子 ・粛藤欣延 ・笹森健一・斯波 治 ・

鈴木一郎・高橋学・照林敏郎 ・並木隆・根本靖・野沢均 ・早坂賢人・虞田吉三郎・藤波啓容 ・

堀 善之・松本完・松本富雄 ・三田光明・山田尚友・和田晋治
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第 1章遺跡、の立地と環境

第 1節市域の地形と遺跡、

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、 市域はおおよそ南北4.71km、東西4.73kmの広がりをもち、面積

は9.06knl、人口約 6万 6干の自然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川 (旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町 ・柏町 ・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部か ら中央に新河岸川と合流する

柳瀬川の 3本の川が流れている。

こうした自然環境の中で、西原大塚遺跡をは じめ市域の大部分の遺跡は、 柳瀬川 ・新河岸川右岸流域
に Lはらおおつか

の台地縁辺部に帯状に存在している。遺跡は柳瀬川上流から、西原大塚遺跡 (7)、中道
はかみら

遺跡 (5 )、新
あら

や l主 [λやま

i!;~遺跡( 8 )、城山遺跡(3 )、中
なか

野
の

遺跡( 2 )、氷川前
ひかわまえ

遺跡 (4)、市場裏
いちばうら

遺跡 (15)、市場遺
いちば

跡(1)、

田子山遺跡(10)、富士前
じ まえ

遺跡 (11)、大原遺
おおはら

跡(1 6)の順に名付けられている。 また、 荒川・新河岸川
Lゆく せきねひょ弓ごやかたあと

が形成した沖積低地でも、馬場
ぱ

遺跡 (2)、宿遺跡 (4)、関根兵庫館跡  (3)のように自然堤防上に

存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな遺跡が相次いで発見される可能性がある。な
Lろやまかいづか

遺跡に塚14お、市内の遺跡総数は、現在前述 した
つか

ノ 遺跡であ16)を加えた9(城山貝塚)、6(古墳山
やま

る(第 l図)。

次に市内の遺跡、を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、こ の時代の遺跡と しては、柳瀬川右岸の

困原大塚 ・中道・ 中野遺跡がある。中道遺跡では、 層 ・四層で文化層が確VI層上部 ・Wローム層の 11J立 

認されており、磯群、石器集中地点が検出されている。 これにより、黒曜石製のスクレイ パー・ナイフ

形石器や安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見されている。

最近では、平成11~12年度にかけて実施された東京電力志木変電所の増設工事に伴 う 中野遺跡第49地

層下部か ら、黒曜石 ・Wローム層の 11J点、でも立 

縄文時代にな ると、草創期では、城山遺跡から爪形文系土器 1点、田子山遺跡から有茎尖頭器 l点が

出土している O 早期では、因子山遺跡から撚糸文・沈線文・ 条痕文系土器、富士前・城山遺跡から撚糸

文系土器が数点出土している。住居跡としては、西原大塚・新邸遺跡の前期黒浜式期の ものが最古に位

置付けられ、それぞれ 1軒検出されている O そのうち、新邸遺跡のものは貝層をもっ住居跡で、ある。ま

た、平成 2年度に市指定文化財に認定された城山員塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された

斜面貝塚と考えられる。

遺跡、が最も増加するのは、中期後葉の勝坂式~加曽利 E式期である。西原大塚遺跡では、多くの住居

跡が環状に配置する可能性のあることが指摘されている O その他、中道 ・城山 ・中野・ 田子山遺跡か ら

も住居跡、・土坑などが発見されている。 中期末葉か らは遺跡が減少し、現在のとこ ろ西原大塚遺跡から

敷石をもっ住居跡が 1軒確認されるのみである。

さら に後期では住居跡も皆無で、唯一遺構か ら発見される例は、因子山遺跡184号土坑である。この

土坑からは、下層から称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をもっ土器が出土している。晩期にな 

頁岩の石材の石核 ・剥片が約60点出土している。

1-
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ると、中野・田子山遺跡から安行llI C式 ・千網式の土器片が少量発見されるにと どまり、以降市内では

遺跡が希薄になる傾向にあ るが、平成 12年度の西原地区特定区画整理事業に伴う発掘調査により、後期

の堀之内式期の住居跡 l軒と遺物集中地点、 晩期の溝跡 1本が検出されている O

弥生時代では、 現在のところ、前 ・中期に遡る遺跡は存在しない。大部分が後期末葉から古墳時代前

期にかけての遺跡であろうと考えられる O その中で、田子山遺跡第 21号住居跡は後期中葉に比定される

可能性があり、その住居跡からは、 多数の土器をはじめ、 大量の炭化種子(イ ネ ・アワ ・夕、イズなど)、

炭化材が出土 し、当時の食糧事情を考える上で重要であ る。富士前遺跡では、志木市史にも掲載されて

いるが、不時の発見に伴い、龍目痕をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が 200軒近く確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明 してい る 特に、 122号住居跡からは、 全国的にも稀な「イヌ」を象ったO

と思われる動物形土製品が出土 している O

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和 62(987)年以降、西原大塚 ・市場裏 ・因子山遺跡

の 3遺跡から相次いで確認されており、集落跡と の関連の中で今後注目されるであろう。古墳時代前期

では、特に西!京大塚遺跡、 10号方形周溝墓の溝底から一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出

土していることに注目される。

さらに、最近では、平成11年度に西原大塚遺跡で発見さ れた一辺 20mを超える市内最大規模の 17号方

形周溝墓が特筆すべきであろう。 この方形周溝墓の溝から は、 珍 しい鳥形土器をは じめ、畿内系の有段

口縁壷、吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内 ・比企地域・ 在地の 3要素の特徴を示す壷が出

土しており、こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫り にされたことで、当地域の弥生時代後期

から古墳時代前期の歴史を紐解く 手がかり にな ったこと は重要である。

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する。中期の遺跡では、 中道 ・城山 ・中野遺跡

から住居跡が発見されている。特に中道遺跡第 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡として注目される O 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、 特に 6世紀後半から 7世紀後葉にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・ 城山 ・中野遺跡、に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されている ことから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取るこ とができる。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定でき る住居跡の軒数は、 最も多い城山遺跡で 

130軒を越え、次いで中野遺跡で 50軒、中道遺跡で 15軒を数える。ま た、因子山遺跡では、 6世紀後半

以降に比定できるものと考えられる 4.1x 4.7mのやや不整円形で 2ケ所にブリッ ジをもっ小型の円形周

溝墓が 1基確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、因子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡として挙げることができ る。こ の遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、溝跡、 100基を越える土坑群が確認されている。 遺物としては、土器・灰袖陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸鞘、鉄製の紡錘車・万子などが出土している。

また、平安時代の城山遺跡128号住居跡からは、 印面に 「富 J1文字が書かれた銅製の印章が出土し

たことに注目される O この住居跡からはその他、緑紬陶器の小破片 1点、 布目瓦の小破片 2点などが出

土している O 

-3 



第� 1表 志木市の時代別にみた考古資料一覧� 

1.旧石器時代
 
No.I 遺跡名 掲載さ れた主な遺構・遺物 報告書一覧h及び資料索引
 

【� l 西原大塚 石器集中地点� 4カ所 No.19 
ナイ フ型石器、 尖頭器など 1984 r志木市史原始・古代資料編』

2 中 野 第� 2地点 土坑� 1基、土製円盤� 1点、包含層出土土器片 中期�  NO.2 

四
一盟
問

No.1

第25地点 住居跡� l軒、土坑� 9基、炉穴� 5基、土器、石器 早~中期� NO.25 
第43地点 包含層出土土器 早~後期� NO.20 

3 城 山� A地点 住居跡� l軒 前期 「志木市史原始・古代資料編J
第� 3地点 包含層出土土器 早~後期� NO.7 
第� 4地点 埋聾� 1基 中期�  NO.8 

7 
No4.1

第16地点 集石� l基 不 明� 

第18地点 土坑� 1基、土器 中期�  

1 
2 
7 
8 
8 

No.1
No.1
No.1
No.1
No.1

第34地点 包含層出土土器 早~中期� NO.20 
第35地点 包含層出土土器 早~後期� NO.20 

5 中 道 第� 2地点 住居跡� 3軒、土坑8基、集石� 2基、土器、石器� 中期�  No. 6 

第� 9地点 土坑� 1基 不明�  

第11地点 住居跡� 1軒、土坑� 3基、炉穴� l基、土器 1]目� ・中期� 

第12地点 包含層出土土器 早~晩期� 
第29地点 士坑� 1基 早~後期 
第32地点 包含層出土土器 早~中期� 

第12地点 住居跡� 2軒、土器 3 
3 
7 

No.1
No.1

第21地点 包含層出土土器 円リ期� iNo.1

中期�  

第13地点 住居跡� 1軒、土坑� 1基、土器 中期�  

第27地点 包含層出土土器 目リ~後期� NO.22 
第41地点 包含層出土土器 早~後期� NO.20 

| 第44地点� |包含層出土土器 早~後期 NO.21 
7 西原大塚 第� 1地点 住居跡� 4軒、土坑� 8基、土器、石器 中期�  NO.1 

第� 3地点 住居跡� 5軒、土坑� 2基、土器 中期�  NO.2 
第� 8地点 住居跡� l軒、土坑� 22基、土器 中期�  NO.9 
第10地点 土坑� 4基、土器、 包含層出土土器 目リ・中期� NO.9 
第39地点 住居跡� 3軒、土器、石器 中期�  NO.21 
第43地点 住居跡� 10軒、土坑� 22基、土器、石器 中期�  No.24 
第47地点 士坑� l基、遺構外出土土器片 中期�  NO.26 

8 新� ß;~ 第� l地点 住居跡� l軒(貝塚)、土坑� 2基、包含層出土土器 ・中期1]円� No.3 
第� 2地点 住居跡� 1軒(第l地点と同一)、土器、石器、 貝類 目IJ期� NO.4 

0 
3 

6 
6 
8 

No.1
No.1

第10地点 住居跡� 1軒、土器 中期�  No目� 17
第19地点 土坑� 2基、 遺構外出土土器片 早~後期� NO.22 
第21地点 遺構外出土土器片 早~後期� NO.22 
第25地点 炉穴� 1基、 遺構外出土土器片 早~後期� NO.22 

No.1
No.1
No.1

第� 3地点 包含層出土土器 早・目IJ期� 

10 因子 山 第� 4地点 土坑� 1基 不明�  

第32地点 土坑� 1基、遺構外出土土器片 早~中期� 
第37地点 遺構外出土土器片 早期�  

第39地点 土坑� 3基、集石� 2基、炉穴� 2基、土器 早 期� 

第47地点

第49地点

第69地点

3.弥生時代� 

2 中 野 第� 2地点

第� 9地点

第25地点

3 城 山� B地点

第� 3地点

第� 4地点

l 第35地点

7 西原大塚 第� l地点

| 第� 2地点

遺構外出土土器片� 

遺構外出土土器片

集石� 1基

住居跡� 2軒、土器

住居跡� 1軒、土器

住居跡� 1軒、 土坑� 1基、土器

住居跡� l軒
住居跡� 1軒、土器

住居跡� 2軒、 土器

住居跡� 1軒、土器、砥石

住居跡� 1軒、土器

住居跡� 3軒、 土器

-4 

NO.20期1]早 ・円

早 期� INO.20 

中 期� NO.26 


後期�  No. 2 
後期�  No.9 
後期�  NO.25 
後期 『志木市史原始・古代資料編J

後期~古墳� No. 7 
後期�  NO.8 
後期�  NO.20 

後期~古墳� NO.1 
後期~占墳 『志木市史原始・古代資料編j 



7 西原大塚 第� 3地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� No.2 
第� 4地点 住居跡� 3軒、 土器、砥石 後期~古墳� No.4 
第� 6地点 住居跡� 1軒、 土器 後期~古墳� No.8 
第� 7地点 小竪穴状遺構� 1基 後期~古墳� No.10 
第� 8地点 住居跡� 13軒、方形周溝墓� l基、掘立柱建築� 1基 後期~古墳� No.9 
第� 9地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� No.9 
第10地点 住居跡� 1車干、土器 後期~古墳� No.9 
第14地点 住居跡� 4軒、土器 後期~古墳� No目� 17

7 
6 

後期~古墳 No.1
後期~古墳� No.l

第36地点 住居跡� 4軒、土器 後期~古墳 No.20 
第37地点 住居跡� 7軒、 土器 後期~古墳� No.21 
第39地点 住居跡� l軒、方形周溝墓� 1基、 土器、石器 後期~古墳� No.21 
第43地点 住居跡� 9軒、土器 後期~古墳� No.24 
第45地点 住居跡� 72軒、方形周溝墓� 1基、土器(鳥型土器) 後期~古墳� No.23 
第47地点 溝跡� 1本 後期~古墳� No.ω26 
区画整理 住居跡� 106軒、方形周溝墓� 3基(記述のみ〉 後期~古墳� No.l9 

10 田子山 第� l地点 住居跡� 1軒、土器 後 期 �  No.9 

第21地点 方形周溝墓� l基、土器

第32地点 住居跡� 2軒、 土器

| 

Lー

市 場裏

4.古墳時代

中 野

第19地点

第31地点

第32地点

第� l地点

第� 2地点

第� 3地点

第 2地点

第 7地点

第� 4地点 住居跡� 1車干、土器

第10地点、 住居跡� 5軒、 土器

遺構外出土遺物 土器3点
住居跡� 17軒� (21号住居跡記述のみ)

方形周溝墓� 1基
住居跡� 1軒、土器

方形周溝墓� 2基、土器小片

じ1]*;型車墓� 1基、土器小片

住居跡� 1軒、土師器

住居跡� 1軒


3 
7 

『田

No.l
No.l

後 期� No.22 
後 期 子山富士J文化財第22集� 

後期~古墳� No.16 
後期~古墳� No目� 17
後期~古墳� No.17 
後期~古墳� NO.l4 

後期�  No.2 

後 期� No.lO 


後 期 �  

後期�  

第12地点 住居跡� 1軒、土師器多数 2 
7 
4 

No.l
No.l
No.l

125地点 住居跡� 10軒、 土師器多数 後 期� No.25 

後 期 �  

第一16地点 住居跡� 1軒、土師器 後 期 �  

第18地点 住居跡� l軒、土師器、 鉄錬多数 後期�  

3lt也点 住居跡� 1軒、土師器、 鉄鎖、砥石 5 
No8.1

『志

No.1

第50地点 住居跡� 1軒 後 期 �  No.24 
3 城� LlJ B地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器 後 期 木市史原始・古代資料編J

No.5・後期目リ� 士製品軒、土師器多数、 須恵器、鉄 ・54住居跡地点2・1第一� 

第� 3地点 住居跡� 4軒、土師器 円リ・後期� No.7 

後 期 �  

第41地点 住居跡� 1軒、土師器多数、紡錘車 後 期 �  

第� 4地点 住居跡� 1軒、土師器多数 8 
0 
1 
2 
7 
5 

No. 

No.1

No.l

No.1

No.l

No.l


第25地点 住居跡� 2軒、士師器、初期須恵器 中 ・後期� No.16 
第29地点 住居跡� 1軒、 土師・ 須恵器 後期�  No.l8 
第34地点 住居跡� 3軒、土師器 後 期� No.20 
第35地点 住居跡� 1軒、土師器多数 後 期� No.20 

5戸中 道 第� 2地点 住居跡� 5軒、 土師器 後 期� No.6 
第12地点 住居跡� 3軒、土師器 後 期� No.13 

後 期� 

第� 6地点 住居跡� 2軒、 土坑� 1基、 土師器多数 後 期� 

第7・9地点 住居跡� 7軒、土師器多数、 鉄製品 中 ・後期� 

住居跡� 3軒、土師器第11地点 fllJ・後期� 

第13地点 住居跡� 1軒、 土師器 後 期 �  

第20地点 住居跡� l軒 後 期� 

第13地点 住居跡� 1軒、 土師器 後 期� 

第21地点 住居跡� 2軒、溝跡� l本、土師器、鉄製品(鎌完形1点) 後 期� 

第33地点 住居跡� 1軒、 土師 ・須恵器 後 期� 

第36地点 住居跡� 1軒、 土師器 削 期� 

第37地点 住居跡� 1軒、土師器多数、須恵器小片、土製品 中 期� 

3 
7 
6 
8 
8 

No.1
No.l
No.1
No.l
No.l

西原大塚 市史掲載 土師器 別期 『志木市史原始・古代資料編』

第11地点 方形周溝墓� 1基、壷棺� 1基、土師器 目IJ期� No.l1 
第43地点 住居跡� l軒、 土師器 後 期� No.24 

「υ一一
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7 西原大塚 第45地点 住居跡� 2軒、土師器 後 期� NO.23 

8 新 民E 第� 2地点 住居跡� 1軒、土師器 期円リ NO.4 

10 因子山 第� 5地点 住居跡� l軒、 土師・漬恵器、 炭化穂子(ヤマモモ多数) 後 期� ~().1 3 

第� 13地点 住居跡� 1軒、 土師器(暗文土器� 1点あり) 後期�  No.17 
第29地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器 後 期� No.15 
第48地点 住居跡� l軒、土師器(続比企型杯あ り) 後 期� NO.20 
第69地点 住居跡� 1軒、土師器 後期�  NO.26 

11 富士別 市史掲載 土師器多数 削期 「土木市史原始・古代資料編j

第� 15地点 住居跡� l軒、土師器(冗屋敷系品訴あり 〉 削 期

『士木市史 原始� 

5. 奈良・平安時代� 

2 	 中 野 第 2地点 住居跡� 1軒、 須恵器� 8c後半� NO.2 

第16地点 住居跡� 3軒、 須恵器� 9c中葉� No.17 

第25地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器 平安時代� NO.25 

第41地点 住居跡� I軒、土師 ・須恵器、鉄製品、 転用紡錘車� 9c後半� No.18 
1第43地点� 住居跡 	  1軒、土師・須恵器、鉄津� 9c前半� NO.20 

士曇 市史掲載	 土師器� (3字聾か) 削 期馬，

一一
 
3 城 山 第l・2地点 住居跡� 6軒、灰粕陶器、 土師 ・漬恵器多数、鉄 ・石製品� 8~10c 5.NO

5 中 道

7 西原大塚

10 田 子山

L一 一

6. 中・近世� 

2 中 野

3 城 山� 

第� 4地点

第� 7地点

第11地点、

第29地点

第35地点

第12地点

第2H也点

第41地点

第44地点

第� 8地点

第34地点

第� 4地点

第� 5地点

第� 6地点

第� 7地点

第19地点

第21地点

第25地点

第29地点

第37地点

繁;39地点

第41・42地点

第47地点

第49地点

第69地点

第� 2地点

第� 6地点

第� 8地点

卜 第第215雌地点

第43地点

A地点

C 地点

第1・2地点

第� 3地点

第� 4地点

第� 6地点

第7・9地点

第� 11地点

第12地点

No

No

No	

No

土坑� 2墓、灰粕陶器、須恵器� ( 10c前半� i新聞 ・栗谷ツ産� N08 
住居跡� 1軒、灰柚陶器� I 9cか?�  INo.11 

住居跡� 1軒 平安時代� .12 
住居跡� 1軒 平安時代� No.18 
住居跡� 2野、 銅印、 布目瓦、 緑紬陶器片、土師.~fi恵器 9c後半� NO.20 
住居跡� 2軒、土師・須恵器� 9c後半� No.l3 
住居跡� 2軒、溝跡� l本、 灰紬陶器片、土師 ・須恵器� 9c後半� .17 
住居跡� 2軒、 溝跡� l本、灰軸陶器片、彊恵器、炭化米� 9~10c NO.20 

土坑� 1基 平安時代� No目21 
住居跡� 3軒 平安時代� NO.9 
住居跡� 1軒 平安時代� No.18 
住居跡� 9軒、 土師・須恵器� 8~10c No.13 
住居跡� 4軒、土師 ・須恵器� 8~10c .13 
住居跡� 1軒、土師 ・須恵器、万子、土鍾� 9c後半� No.12 
住居跡� l軒、布目瓦小片2点、格子目叩き瓦小片� l点� 8c後半� No.l2 
住居跡� 1軒、 土師 ・須恵器、鉄製品� 9~lOc NO.22 
住居跡� 4軒、土坑� l基、土師 ・須恵器、鉄製品� 9c~ NO.22 
住居跡� 2軒、士坑� 3基、 士師器、砥石� 9c後半� NO.22 
住居跡� 1軒、須恵器、布日瓦� 1点、� 9~lOc No.15 
土坑か� 2基、須恵器� 9~10c .16 
溝跡� 3本、土師 ・須恵i5小片� 9c代� No.18 
住居跡� l軒、土坑� l基、土師・

E

須恵器、鉄・ 銅製品r9~10c No.18 
住居跡� 2軒、土坑� 1基、土師 ・須恵器、鉄・石製品� 9c中頃� NO.20 
住居跡� 2軒、土師 ・須恵器� lOc代� NO.20 

住喧lIJl;1軒三 溝坦� 1本、土師・ ?坦号� L~_~r:f:里 L No.26 

溝跡� 1本 不明�  NO.2 

溝跡� 1本 不明�  NO.8 
士坑 1基 不 明� No.10 
土坑� l基、陶 ・磁器小片� 18~19c No.17 
土坑� 15基、陶 ・磁器 ・瓦器小片 近世�  NO.25 

井戸跡� 1基 不 明� NO.20 

溝跡� 1本 中世 『志木市史原始・古代資料編』� 

柏城跡の大堀跡� 1本、陶 ・磁器 中・近 『志木市史中世資料編』

柏城跡関連の堀跡� 5本、 土坑� 32基、井戸跡� 10基、
中・近� No.5 

掘立柱建築・ピッ卜群、陶・ 磁器多数、 銅鏡、 鉄・石製品

土坑� 16基、溝跡� 2本 中・近� NO.7 
土坑� 1基� 14~15c No.8 

土坑� 7基 近� .1中・近 No0 
土坑� 3墓、土製品 中・� No.11 
土坑� 3基、井戸跡� 1基 中・近� No.12 
士坑� 2基、 井戸跡� 1基、 溝跡� 5本、陶・磁器、古銭 中・近� No噂17 

-6 
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城 山 第25地点 土坑 2基 中・近 No.16 

第29地点
土坑 11基、溝跡 l本、ピット群、板碑、
陶・磁器、馬骨、古銭など

中・近 No.18 

第35地点
土坑 15基(鋳造土坑l基・溶解炉l基・地下式坑l基)、
井戸跡 l基、鋳型、土・鉄製品、 陶・磁器、古銭など 

中・近 NO.20 

5 中 道 第 2地点 土坑 数基、溝跡 14本、掘立柱建築 4基、ピット群 中・近 NO.6 
第 6地点 土坑 1基、陶 ・磁器小片 15c代 NO.8 
第26地点 士坑 6基(土坑墓2基)、掘立住建築、 人骨、古銭など 17c代 No.17 
第27地点 地下式坑 2基、土坑 2基、陶 ・磁器 14~15c NO.22 
第36地点 溝跡 2本、ピット群、陶・磁器小片 中・近 8 

8No.1
No.1

第37地点 土坑墓 1基、道路遺構 1条、人骨、青磁盤、 古銭 中世  
第44地点 溝跡 2本	 中・近 NO.21 

新 底日 第 1地点 土坑 19基(地下式坑l基)、井戸跡 l基、溝跡 2基 中・近 NO.3 
第 3地点 地下式坑 1基、溝跡 2本、 陶・磁器 中・近 No.10 


10 因 子山 第25地点 遺構外出土造物 陶・磁器 中・近 NO.22 

16 大 原 第 l地点 溝跡 1本 近世  NO.22 

7.近代以降
 

中 野 第11地点 土坑 1基 18~19c No.17 

城 山 第35地点 かわらけ 2点 19c後半 NO.20 


10 	 因子山 第31地点 ローム採掘遺構 2カ所 19c後半 f田子山富士1文化財第招集

第49地点 土坑 1基 近 ・現代 NO.20 
15 市場裏 第 3地点 かわらけ 2点 19c代 No.14 

中・近世では、 柏城跡、 関根兵庫館跡が代表される遺跡である O 特に、柏城跡内での数次にわたる発

掘調査により、 『舘村旧記』にある 「柏之城落城後の屋敷割の図Jに相当する堀跡な どが多数発見され

てい る。また、頭部及び上半部を欠く馬の骨が、城山遺跡第29地点の 127号土坑から検出されている O

この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子(イネ・オオムギ・コムギなど)が出土しており、

特に、イ ネの塊状のものは 「おに ぎり」あるいは「ち まき Jのようなものであるという分析結果が報告

されてい る。 さら に、城山遺跡第35地点では、鋳造関連の遺構が検出されている。 130号土坑について

は鋳造遺構、134号土坑につ いては溶解炉に該当し、造物としては、大量の鉄津(スラッグ)、鋳型、 三

叉状の土製品、砥石などが出土している O

近代以降の遺跡では、因子山遺跡の富士塚築造に関連する ロー ム採掘遺構が検出されており、地域研

究の重要な資料であると言える。

2 
3 

第 2節遺跡の概要

ここ で、今回本書で報告する城山遺跡について概観することにする。

城山遺跡は、志木市柏町 3丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1kmに位置してい

る。 遺跡は、柳瀬川右岸の台地上に立地しており 、標高は約12m、低地との比高差は約 5mである。遺

跡の現況は、住宅地を主とするが、小学校 ・神社 ・墓地などがあり、市内の台地上では比較的に緑地を

多く残 している地区と言える。今後は、住宅建設を中心とする各種開発行為の増大が予想されよう。

城山遺跡は、これま でに44回の調査が実施され、旧石器時代、縄文時代草創 ・早 ・前 ・中期、 弥生時

代後期、古墳時代前 ・中 ・後期、奈良・平安時代、中・近世、近代に至る複合遺跡であることが判明し

てい る。そこで、こ れまでに城山遺跡か らどのような遺構 ・遺物が検出されたかを今までの発掘調査の

成果から代表的な例を挙げ、大まかに振り返ってみることにしたい(第 3表)。

まず、城山遺跡における最初の発掘調査は、昭和49(1974)年に実施されたA地点に始まる。この調 

7 




No. 報 告 書 名 刊行年 シリ ズ名 発刊l者 執筆者

谷井彪�  

l西原・大塚遺跡発拐調査報告� 1975 志木市の文化財第� 4集 志木市教育委員会 宮野手口日月

井上図犬� 

佐々木保俊
2西原大塚遺跡第� 3地点 中野遺跡第� 2地点発掘調査報告書� 1985 志木市遺跡調査会調査報告第l集 志木市遺跡調査会

尾形則敏� 

3新邸遺跡発掘調査報告書� 1986 志木市遺跡調査会議査報告第2集 志木rfi遺跡調査会 佐々木・尾形� 

4新邸遺跡第� 2地点 西原大塚遺跡第� 4地点発掘調査報告書� 1987 志木市遺跡調査会調査報告第3集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形� 

5城山遣跡発掘調査報告書� l捌 |吋跡調査会調醐 第4集 志木『十遺跡調査会 佐々木・ 尾形〆� 

j 神山健吉� 

6中道遺跡発綴調査報告書 明 白|志木市遺跡調査会調査報告第5集 忘木市遺跡調資会 佐々木・尾形

志木市教育委員会� 

7城山遺湖、長勝候地点発掘調査報告書� 1987 志木市の文化財第11集 志木市遺跡調査会 佐々木

志木ロータリークラブ� 

8志木市遺跡群� I 1989 志木市の文化財第13集 志木I行教育委員会 佐々木・ 尾形� 

佐々木・ 尾形志木市教育委員会集14志木市の文化財第H 1990志木市遺跡群1;9

10 西原大塚遺跡第� 7地点 新丘r;遺跡第� 3地点中野遺跡第�  7地点
1991 I志木市の文化財第15集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形� 

中野遺跡第� 8地点 城山遺跡第� 6地点発掘調査報告書� 

11志木市遺跡群E 1991 志木rjiの文化財第16集 志木市教育委員会 佐々木・ 尾形� 

12志木市遺跡群IV 1992 i志木市の文化財第17集 志木市教育委員会 佐々木・ 尾形� 

13 中道遺跡第12地点中道遺跡第13地点 因子山遺跡、第� 4地点
志木市遺跡調査会 佐々木・ 尾形� 

田子山遺跡第� 5地点発掘調査報告書� 
1992 志木市の文化財第18集

14志木市遺跡群V 志木市の文化財第別 志木市教育委員会 尾形附[
15志木市遺跡群VI 1995 I志木市の文化財第21集 志木市教育委員会 尾形� 

16志木市遺跡群vn 志木市教育委員会
佐々木・尾形

深井恵子

城山遺跡第12地点 城山遺跡第13地点 西原大塚遺跡第14地点

17

中野遺跡第11地点中野遺跡第16地点市場裏遺跡第 1地点

志木市の文化財第中道遺跡第21地点 田子山遺跡第13地点田子山遺跡第10地点 1996 24集� |志木市教育委員会� 佐々木・ 尾形

西原大塚遺跡第21地点 市場裏遺跡、第� 2地点 中道遺跡第26地

点発掘調査報告書� 

18志木市遺跡群咽� 1997 志木市の文化財第25集 志木市教育委員会 佐々木・ 尾形 ・深井� 

志木市遺跡調査会
19西原大塚の遺跡 西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査概報� 1998 

西原特定土地区画整理組合� 
佐々木

20 志木市遺跡群� 9 1999 志木市の文化財第27集 志木市教育委員会 尾形・深井� 

21 志木市遺跡群10 2000 i志木市の文化財第28集 志木市教育委員会 尾形 ・深井� 

22 思議文化財調査報告替� 1 2000 志木市の文化財第29集 志木市教育委員会 尾形・深井� 

佐々木・内野美津江
23 西原大塚第45地点、発掘調査報告曹: 2000 志木市遺跡調査会調査報告第6集 志木市遺跡調査会 宮川幸佳・ 上田寛� 

尾形 ・佐々木・内野
24 志木市遺蹴、群11 2001 志木市の文化財第30集 志木市教育委員会

宮川
」� 

25 埋蔵文化財調査報告書� 2 2001 志木市の文化財第31集 志木市教育委員会 尾形 ・深井� 

26 志木市遺跡群12 2002 1 志木市の文化財第32集 志木市教育委員会 尾形 ・佐々木・ 深井

第� 2表志木市の発掘調査報告書一覧� 
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査は、市史編さん事業の一環で志木市立志木第 3小学校の校庭内を発掘調査した ものである。 この調査

により、縄文時代前期の諸磯 a式期の住居跡 1軒と弥生時代後期の住居跡 l軒、 中世の溝跡 1本が検出

されている O 特に、この地区から縄文時代前期の住居跡が検出されたこと は、 同遺跡に存在する城山貝

塚との関連で注目されることになった。

昭和55 (1980)年には、柏城の大堀の実体を解明する目的で、 市史編さん室によ るトレンチ発掘が実

施され、上幅9.02m・下幅 106m・深さ 4.7mの大堀跡の細部形態が明らかになっ た。

昭和60 (1985)年には、志木市遺跡調査会により、城山遺跡第 1地点の発掘調査が実施された。こ の

調査は、面積約5，000ばという市内では初の大規模調査とな り、古墳時代前期の住居跡 1軒、後期の住

居跡54軒、半安時代の住居跡 6軒、中・近世では柏城の大堀跡を含め、土坑・井戸跡・ 溝跡・ ピット群

など多くの遺構・遺物が検出された。同時にこの調査を契機に志木市では、本格的に発掘調査体制が整

備されたことは重要であろう O

昭和61 (1986)年、志木ロータ リークラブのボランティア事業の一環として、市教育委員会が主体と

なり、発掘調査が行われ、弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡 1軒、 古墳時代後期の住居跡 3軒、

中・近世の土坑16基・溝跡 2本が検出された。

昭和62 (1987)年、本市では、国庫及び県費の補助金を導入し、個人専用住宅建設等に伴う発掘調査

を開始した。この年は城山遺跡では第 4地点の発掘調査が実施され、縄文時代中期の埋護 1基、弥生時

代末葉から古墳時代初頭の住居跡 2軒、平安時代の土坑 2基、中 ・近世の地下式坑 1基が検出された。

半成元(1989)年、第 7・9地点の発掘調査が実施され、古墳時代後期の住居跡 7軒、平安時代の住

居跡 1軒、中・近世の土坑 5基が検出された。この調査は、第 1地点よりも台地の奥まった地区ではあ っ

たが、古墳時代後期の住居跡が密集 して分布することが判明 し、 改めて集落の広がりを理解するのに重

要であったと言える O

半成 2 (1990)年の第12地点の調査では、中 ・近世に比定される地下式坑 ・井戸跡・ 溝跡が検出され

てい る。これらについては、『舘村旧記』の屋敷割之図では表記されていないが、柏城の西之丸に対す

る東之丸に関連する遺構と考えられる。

)。本書参照れた(地点の調査が実施さ16・15年には、今回の報告である第 992)(14平成 

平成 5 (1993)年には、志木市立志木第 3小学校の雨水抑制工事に伴う調査により、縄文時代の土坑 

1基、弥生時代後期の住居跡 l軒、 古墳時代の住居跡 8軒、中 ・近世の土坑 6基・溝跡 6本が検出され

た。中・近世の溝跡については、柏城関連の堀跡に相当するものと考え られる O

平成 6 (1994)年、第25地点の発掘調査が実施され、古墳時代中期の住居跡 1軒・後期の住居跡 1軒、

近世の地下室 1基・溝跡 1本が検出された。古墳時代中期の住居跡については、屋内炉を有するもので、

遺物には土師器・須恵器が出土している。特に須恵器は、 陶邑産の大型器台の脚部破片の他、杯蓋の破

片で、 その特徴から TK216型式(5世紀前葉か ら中葉)に比定される 可能性があり、市内では最古の

ものとなった。

平成 7 (995)年の第29地点の調査では、縄文時代早期の土坑 1基、古墳時代後期の住居跡 2軒、平

安時代の住居跡 1軒、中・近世の土坑 11基・溝跡 1本 ・ピット群が検出されてい る。特筆すべきは、中

世に比定される 127号土坑から、馬の埋葬土坑が検出された ことである。 馬は頭部及び上半部を欠 くが、

板碑の直下で、横臥屈葬された状態で埋葬されており、同時に土師質土器 ・炭化種子(イネ ・オオムギ ・

コムギ)が出土している。中で も、イネ の塊状のものは、「おにぎり」あるいは「ちま き Jのようなも 
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のと分析結果が報告されている。

平成  8 (1996)年の第 35地点の調査では、個人専用住宅と いう狭小な面積 (84.40rrf)ではありなが

ら、調査区全面から、 弥生時代後期の住居跡 1軒、古墳時代後期の住居跡 l軒、平安時代の住居跡 2軒、

中 ・近世の鋳造土坑 1基 ・溶解炉 1基 ・井戸跡 1基などが密集して検出された。この調査で特筆すべき

は、平安時代の 128号住居跡から、県内初の出土である「冨」 印と市内初の猿投産の緑柚陶器片が出土

したこと、さらに、 17世紀中頃から後半に比定される鋳造遺構に関連する鋳造土坑・溶解炉、 そして数

多くの鋳型・鉄 j宰・道具類が出土したことである。

平成 9 ~12年は、 発掘調査が実施されなかった。平成 1 3 (2001)年には第 42地点の調査が実施された。

調査面積は 2，000rrrを越すもので、 当遺跡内では大規模発掘に相当する O この調査により、旧石器時代

の石器集中地点 1カ所、縄文時代早期の炉穴 1基・中期の土坑 17基、古墳時代後期の住居跡 16軒、 平安

時代の住居跡 5軒、中・近世の土坑169基 ・溝跡 3本 ・井戸跡 8基・ ピット群な どが検出された。現在、

志木市遺跡調査会により整理作業が進行中であるため、詳細は不明であるが、現時点で注目すべきは、

古墳時代後期では 148号住居跡から一括出土した土器群、中 ・近世では、柏城の大堀跡(犬走り )、234

号土坑から出土した完形の鉄鍋、様々な形態の土坑群などが挙げられる O

以上の調査から、 城山遺跡は、旧石器時代 ・縄文時代・弥生時代・ 古墳時代・平安時代・中・近世の

複合遺跡であり、また、各時代の遺構が複合する密度も散在的ではなく、市内では最も濃密で、複雑な

地区であると言って も過言ではない。

最後に、本遺跡、の特色を時代別にまと めると、以下のとおりであ る O 

0旧石器時代	 第42地点から石器集中地点 1カ所が検出さ れている O 

0縄文 時 代前期に比定される城山貝塚が本遺跡の北端に存在する O 斜面貝塚であるが、詳細な調

査は実施されていないため、実態は不明である o A地点、からは諸磯期の住居跡 1軒が

検出されている。

中期の加曽利 EII式期の住居跡 1軒が検出されている O 

0弥生時代後期の住居跡が  B地点から 1軒、第 3地点、から 1軒、第 4地点から 2軒、第35地点か

ら 1軒の合計 5軒が検出されている。 

0古墳時代 前期の住居跡は、第 2・11地点、から 1軒ず、つ 2軒が検出されている。

中期から後期にかけては、住居跡が爆発的に増加 し、大集落を形成する。 5世紀後半

から 7世紀後半にかけての住居跡は 130軒を越えている。 

0奈良時代 	  8世紀後半に比定される住居跡は 2軒検出されている。現時点では 8世紀前半に比定

される住居跡は皆無である。

第42地点のピットから、偏行唐草文が描かれた軒平瓦片 1点出土している。 

O平安時代  9世紀前半から 10世紀にかけての住居跡は 15軒検出さ れている。

第35地点の 128号住居跡から、印面に 「冨」 と書かれた銅印、 緑軸陶器の小破片など

が出土している。 

0中・近世柏城関連の大堀を含めた溝跡・井戸跡 ・土坑・ピット群が多数検出されてい る。

第29地点の 127号土坑は馬の埋葬土坑である。

第35地点からは鋳造土坑と溶解炉が検出されている O 市内では初の鋳造関連遺構であ

る。 
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第� 3表 城山遺跡調査一覧

調査地点 面積(rrf) 存在認調査日 発掘調査期間 調査原因 遺構の概要 報告書No 

(縄文前期)住居跡� l軒(弥生後期)� 
1984 r志木� 

A地点� | 90.00 昭和49年� 8月中 学術調査
住居跡� l車F(中世)溝跡 l本

市史原始

-古代編』 

C地点� 30.00 
昭和55年� 7月20日

学術調査 (中世)柏城大堀跡� 
1986 r志中木世� 

-8月21日
遍84史位19市皇 『J始志木

B地点 50.00 
昭和57年� 3月25日 (古墳後期)住民跡2軒(中世)溝

学術調査 市史原
-3月31日 跡� 1本 -古代編』� 

昭和60年� 4月� 8日 住居跡54軒(平安)住居跡� 6軒 (中・
第1・2地点� 4，964.39 -11月初日

共同住宅建設
近世)土坑31基、溝跡� 5本、井戸跡

NO.5 

ト� 
9基、ビット

昭和61年� 7月21日� 
(古墳前期)住居跡� 1軒(吉積後期)

第� 3地点� | 300.00 学術調査 住居跡� 3軒(中・近世)土坑16基、� NO.7
-8月30日

溝跡� 2本� 

(縄文中期)埋蜜� l基(弥生後期)

第� 4地点� 92.28 昭和62年� 6月19日� I個人住宅建設 住居跡� 2軒(古墳後期)住居跡� l軒� 
NO.8

-7月� 1日 (平安)土坑� 2基 (中世)土坑� l惹
(不明)ート坑� l基

昭和田年
第� 5地点� 125.00 

6月10日
共同住宅建設 検出されなかった。 未� 

第� 6地点� 166.08 
昭和63年12月12日

共同住宅建設
(古墳後期)住居跡� 2軒、土坑� l基� 

No.10 
-12月28日 (中 ・近世)土坑� 7基

平成冗年� (古墳後期)住居跡� l軒(平安)住
第� 7地点 130.00 I 11月17日 11月20日-12月4臼 宅地造成� 

居跡� l軒
No.11 

1(古墳目リ期)住居助、� 軒 (古墳後期)

2(古墳後期)住居跡� 軒(平安)件

l 3居跡 軒(中・近世)土坑 墓、井

基，

l No713 400 44 5 7 5 8 5 17 .1(古墳後期)住居跡� 軒共同住宅建設第 地点� 月 日 月 日 月 日-.

第� 8地点� 132.13 11月23日 共同住宅建設 検出さ れなかった。� No.11 

(古墳後期)作居跡� 6軒(中・近世)
第� 9地点� 115.71 12月� 4日� 12月� 4日-12月18日 宅地造成

土坑� 5基
NO.11 

第10地点� 330.491 
平成� 2年

共同住宅建設 検出さ れなかった。� No.11
3月16日� 

(縄文早期)炉穴� 2基(縄文目I期)J

土坑� l基 (縄文中期)住居跡� l軒、

第11地点� 192.00 4月� 6日 4月� 7日-4月20日� |個人住宅建設
土坑� 2基(古墳前期)住居跡� 1軒� 

No.12 

戸跡� l基

4月19日� (中 ・近世)土坑 2墓、溝跡� 4基、
第12地点� 1.074.00 

-24日
4月25日-5月22日 道路改良工事� 

井戸跡� 1
No.17 

第14地点� 18 1.90 
平成� 4年

個人住宅建設 検出さ れなかった。� No.15
5月� 1日� 

平成� 4年� 7月21日
道路工事� 

(古墳後期)住居跡� 6軒(中・近世)
本報告l 第15地点� 560.00 ! 

-8月26日 溝跡� 2本、 土坑� 1基

(縄文)遺物包含層、 集石� l基(古

第16地点� 1己56.00 平成� 4年10月2日� I共同住宅建設 墳後期)住居跡� l軒(中 ・近世)土 本報告� 
-12月12日

坑� l基、井戸跡� 2墓、溝跡� 2本

第l吋 斗川 平成� 5年
個人住宅建設 検出されなかった。� No.15

3月22日

平成� 5年 平成� 5年� 6月� 3日 雨水流水
(縄文)土坑� l基 (弥生後期)住居

第18地点� 115 .45 
6月3日� -8月28日 抑制工事

跡� 1軒(古墳後期)住居跡、� 8軒(中・ 未� 

近世)士坑� 6墓、j持跡� 6本

第四地点� 36 1.93 10月28日� 11月� 1日-11月15日 共同住宅建設� 
(古墳後期)住居跡� 8軒(不明)士

未
坑� 1基� 

平成� 6年� 1月13日 個人住宅建設� (古墳後期〕 住居跡� l軒 (不明)土I No.l100.38 12月24日
-1月17日 坑� 2基� 

5 
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調査地点 面積(rrf) 確認調査日 発掘調査期間 調査原因 遺構の概要 報告書No. 

第21地点� 

第22地点� 

第23地点� 

48.00 

498.13 

157.94 

3月� 2日� 

平成� 6年
5月31日

2 片 1 8 日 ~ 2 月 2 4 日

3月� 9日-3月30日

樹木土壌改良

共同住宅建設

他人住宅建設

(縄文早期)炉穴 l基� (古墳後期)

住居跡� 2基 (近世)土坑 3基
(縄文早期)炉穴� l基(古墳後期)

住居跡� l軒

検出されなかった。� 

未

未

No.16 

第24地点� 277.68 7月� 6日 個人住宅建設 検出されなかった。� No.16 

I<!l25Jt1!，g l 127.38 7月15日� 7 月 2 1 日 ~7 月 29 日 個人住宅建設

(古墳中期〉住居跡 l軒 (古境後期〕� 

住居跡� 1軒(近世〕土坑� l基、溝跡� 

l基 (不明)土坑 l基
No.l6 

410.00 8月18日� I8 月 2 2 日 ~1 0月 14 日 共同住宅建設

(縄文〉 土坑� 1基(古墳後期)住居 

跡� 7軒(平安)住居跡� 4軒・土坑� l
基(中 ・近世〕土坑� 6基 ・溝跡� 4本
(不明)土坑 l基

未

第27地点� 371.52 
平成� 7年
1月30日� 

平成� 7年� 2月27日
~4 月 7 臼

共同住宅建設� 
(古墳後期)住居跡� 2軒(中・近世)

土坑15基、溝跡� 2本、井戸跡� l基
未� 

第28地点� 

第29地点� 

233.30 

146.41 

平成� 6年
12月13日� 

平成� 7年� 

4月� 5日

平成� 7年� 1月10日
-2月17日

4 月 11 日 ~4 月 28 日

事務所建設� 

個人住宅建設

(縄文円リ期)土坑� l基(古墳後期)

住居跡� 5軒(不明)土坑� 1基

(縄文早期)土坑 1基(古墳後期)

住居跡2軒(平安)住居跡� 1軒(中 ・� 
近世)土坑11基、溝跡� l本、ピ ット

群� 

未� 

No.18 

200.85 4月24日 分譲住宅建設 検出されなかった。� No.18 

第31地点� 164.27 6月� 6日 個人住宅建設 検出されなかった。� No.18 

第32地点� 

第33地点� 

第34地点� 

59.62 

30.00 

162.00 

11月14日� 

平成� 8年
6月12日

7月12日� 

11月15日

7月15日-8月� 1日

倉庫建設

防火水槽

設置工事

個人住宅建設

(中世) ピソ卜� 1本(不明)土坑� 1 
基

検出されなかった。� 

(古墳後期)住居跡� 3基(平安)土� 

坑� 1基

No.18 

No.20 

No.20 

第35地点� 84.40 11月15日� 11月 18 日 ~ 1 2月 25 日 個人住宅建設

(弥生後期)住居跡� l軒(古墳後期)

住居跡� 1軒〔平安)住居跡� 2軒(中・� 
近世)鋳造土坑� l基、溶解炉� 1基、
土坑13基、井戸跡� l基、ピット

No.20 

第36地点� 

|第37地点� 

|第38地点� 

361.18 
平成10年
4月23日

430.00 
平成11年
11月5日

120.38 
平成12年
7月25日� 

駐車場建設

駐車場建設

分譲住宅建設

盛土保存適用� 

検出されなかった。� 

検出されなかった(現地踏査〕。� 

No.21 

No.24 

No.26 

94.97 8月21日 個人住宅建設 盛土保存適用� No.26 

第 州点�  | 76.32 四� 7日� i 個人住宅建設 検出されなかった。� No.26 

|第心地点� 140.33 12月12日 個人住宅建設 検出されなかった� (現地踏査)。� No.26 

第42地点� 2.173.79 12月18日� 
平成13年� 2月23日

-6月29日
共同住宅建設

(旧石器)石器集中地点� 1カ所(縄

文)坑17基、炉穴� l基〔古墳後期)

住居跡16軒(平安)住居跡5軒� (中・

近世)土坑16n草、 溝跡� 3本、井戸

跡� 8基、ピッ ト群

未

第43地点� 
1 平成13年� 

117.00 I 5月29日 分譲住宅建設 検出されなかった。 未

|第斜地点� 132.30 6月20日 分譲住宅建設 検出されなかった(現地踏査)。 未� 
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第 2章 城山遺跡第15地点の調査

第 1節調査の経過

(1)調査に至る経過

平成  4年 4月、志木市長細田喜八郎氏から志木市教育委員会 (以下、教育委員会)へ開発計画地内に

おける埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があっ た。計画は志木市柏町 3丁目 2608番地(面

積560rrOにあ る志木市立志木第 3小学校の西校舎裏の道路を改良するための工事を実施する とい うも

のである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡 (コード 11228-

003)に該当するため、大旨下記のとおり回答した。

1.本地点、は埋蔵文化財包蔵地に該当し、さらに遺構が密集して分布すること が予想される。 

2.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基つ、き、 当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する O 

3.上記 2の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、 記録保存のための発掘調査を実施する必要があ ること。

その後、数回の協議を重ねた結果、本地点は、周辺の調査成果から遺構が密集して分布するこ とが明

らかで、あり、さらに埋蔵文化財の保存措置を講ずるこ とは困難であると いう理由から、埋蔵文化財確認

調査は実施せずに、そのまま発掘調査を実施することに決定した。

平成  4年 7月21日、志木市長細田喜八郎氏より 、埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発

掘調査にあたる組織として、 志木市遺跡調査会 (以下、調査会)を斡旋した。遺跡調査会ではこれを受

け、志木市長細田喜八郎氏と委託契約を締結し、埋蔵文化財発掘調査屈を教育委員会に提出する O 教育

委員会は、これ らの届出書をすみやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 7月21日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。なお、文化庁通知番号は、

委保第 5の1317号 平成  4年12月18日付である。 

( 2)発掘調査の経過


本地点の調査に当た り、調査区域を便宜的に北端から A.B.C区とする O
 

7月21日 午後  2時、重機による表土剥ぎ及び遺構確認作業を開始する (A区)。検出された遺構

は、かな り大規模な堀跡 (12M)であること から、柏城関連の本丸を囲む大堀跡である司

能性があるものと考えられた。また、地中には無数の水道管 ・ガス管が張り巡らされてお

り、重機に よる表土剥ぎ作業は難航極まりな L、。途中、水道管を破壊し、冠水する。 

22日 本日より B区の表土剥ぎ及び遺構確認作業を開始する。 12Mの延長部分は確認できなかっ

た。新たに古墳時代後期の住居跡 1軒 (82H)を確認した。 

23日 重機による表土剥ぎ及び遺構確認作業に併行し、 B区の遺構の精査を開始する o A区の 

12Mの精査は、 B区にその排土を置き場として割り当てる予定とし、先行して B区を終了

させることにした。新たに古墳時代後期の住居跡 82Hと83Hの精査を開始する。 
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24日 82H・83Hの精査。 82Hはほぼ掘り終

了。 83Hの南東方向から溝跡の一部を検

出する。詳細は不明であるが、 12Mの延

長部分である口 J能性も捨てきれないであ

ろう O 今回は 12Mとして取り扱うことに

する。 

27日 83Hの精査。 

28日 B区の 82H.83H・12Mの写真撮影・

実視Ijを終了する。本日より 、 A区の 12M

の精査を開始する。表土剥ぎ及び遺構確

認作業によ り、 新たに住居跡 2軒 (84H・ 

85H) をE在員まする。 

29日 84Hの精査を開始する。 A区の 12Mは

かなり深く 、やはり柏城関連の大堀跡で

ある可能性がある O 調査区の関係上、東

側は調査区外になってし まうが、西側に

ついては、立ち上り部分が確認でき る。

断面形は薬研状を呈するもの と考えられ

るO 

30日 84H・12Mの精査続き。 12Mの西側斜

面には多 くのピッ トが確認でき る。 

31日 84H・12Mの精査続き o 85Hの精査を

開始する O 

8月 l日 85Hの精査続き O 

3日 84Hの実測。土器を取り上げる。その

後、カマ ド精査開始。 85Hは精査続き O 

C区の表土剥ぎ及び遺構確認作業を開始

する。新たに 86Hを確認し、精査を開始

する。古墳時代後期の所産であろう O 

4日 84Hのカ マ ド実測終了。 85・86Hは精

査続き。 12Mから措鉢の破片出土。 16世

紀後半のものと考え られる。 

5日 12Mの西側上端を精査中に新たに 13M

を確認する o 13Mは幅約 60cm、断面形が

薬研状を呈するもので、 12Mの走行方位

に平行している。 85・86Hは精査続き。 

6日 85・86H・12M精査続き o 85Hは出土

遺物を実測し、取り上げる。

。 1Om

第 3図遺構分布図  0/500) 



10日 12・13Mは精査続き。 85Hは遺構の写真撮影 ・実測を終了する o 86Hは床面及び壁を確


認する。床面上より炭化材が多く出土している ことから、焼失住居と考えられる O
 

11日 12Mは遺物出土状態の写真撮影を終了後、実測を行い、遺物を取り上げる。その後、土


層断面図の実測を開始する o86Hは掘り終了後、遺構の写真撮影を行う。 13Mは掘り終了。 

12日 12Mはほぼ掘り終了。 86Hは実測完了。 

13日 12Mは一旦確認面から 3mの深さで写真撮影を行う。 

14日 12Mをさらに掘り下げる O 

15日 12Mの精査続き 堀底面を一部確認する。 O

17日 12Mの土層図完了。同時に平板測量開始する。
 

18日 12M実視I
J続き。 

19日 12M精査再開。 

20日 12M掘り終了。その後、写真撮影を完了する。 

21日 午前中に実測の残りを終了させ、 調査は完了する。午後か ら配管露出部分を人力により

埋戻し、 器材を片付ける O 同時に重機による埋戻し作業を開始する O
 

26日 埋戻し作業を完了する。


第 2節 古墳時代の遺構・遺物 

82号住居跡(第 4図)

〔住居構造〕住居の西コ ナ 付近以外は、撹乱と調査区域外であ るため、詳細は不明である o (平面

形)不明。(規模)不明。 (壁高) 10cm前後を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できた範

囲では、カマドを除いて巡ら されている。(床面)柱穴の南側に一部よく硬化した床面が確認さ れた。

(カマド)北壁に位置するが、 一部しか確認できなかったため、詳細は不明である o (柱穴)深さ 20cmの

柱穴が 1本検出されたが、本住居の主柱穴の可能性がある。(貯蔵穴)カマド左側の西コ ナーに位置

し、平面形は長方形を呈する。規模は 50X74cm・深さ 40cmを測る。

[遺物]甑 ・蜜 ・土製支脚が出土した。

[時期]古墳時代後期 (7世紀前葉)。 

82号住居跡出土遺物 (第 5図 1 ~ 3) 

1・2は土師器甑形土器。 1は器高27.5cm・口径 27.5cm・推定底径 10.7cm。底部は筒抜け式。日縁部

は外反し、頭部から底部にかけてはやや膨らみをもっ O 色調は黄褐色を基調とし、 胎土には砂粒を多く、

茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はていねいにへ ラナデ(ス リップか〉が施され、

全体にボ ンヤリ と薄い皮膜が貼られたようである O 貯蔵穴内からの出土で、 遺存度は 4/5程である。 

2は現器高20.1cm・底径 10.lcm。底部は筒抜け式。底部から胴部にかけてはやや膨らみをもちながら

ゆるやかに聞いている。 色調は内面が樟色、外面が黄褐色を呈し、 胎土には砂粒を多く、 茶褐色粒子・

小石を含む。調整は 1の土器同様に内外面へラナデ(スリッ フ。か)が施されている。カマド左横の床面

上からの出土で、胴部中位以下を 1/3程遺存する。 

3は土製支脚。現高 7.7cm・現最大幅5.8cm。色調は淡赤褐色を基調とし、胎士には砂粒・茶褐色粒子

を多く含む。表面には稜線をもっ面が観察される ことから、製作にあたり、粘土塊を直接粘土板のよう 
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なものに叩きつけて成形した ものと推測される。カ マド中からの出土である O 

83号住居跡(第 4図)

〔住居構造〕住居の西側は調査区域外であり、北側は撹乱により壊されている。(平面形)隅丸方形か。

(規模)不明 x3.50mo (壁高) 24~ 27cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲

では全周する。 上幅15~20cm ・ 下幅1O~18cm ・ 深さ 8 ~15cmを測 る。(床面)壁際を除いて、硬化した

面が確認された。(住穴) 2本検出されたが、本住居に伴うかどう かは不明である o (覆土)ロ ム粒子

を含む黒褐色土を基調とする。

[遺物]杯 2点とヤマモモの炭化種子 1個が覆土中より出土している O 

[時期]古墳時代後期(7世紀前葉)。 

83号住居跡出土遺物 (第 5図 4・5) 

4・5は土師器杯形土器であ る。 4は現器高 3.3cm・推定口径 14.0cm。口縁部と底部の境に段をもち、

稜がみられる。色調は全体に暗褐色を基調とするが、内面及び日縁部し、口縁部は外傾するが、途中に弱

外面を中心に黒 く煤けている O 黒色土器の可能性がある O 胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。内面及び

口縁部外面は横ナ デ、以下外面はへラ削りが施される O 覆土中か らの出土で、遺存度は 1/6程であ る。 

5は現器高3.0cm・推定口径 12.6cm。口縁部と底部の境に段をもち、仁 l縁部は外傾し、仁l唇部内面に

は沈線がまわる。色調は全体に暗黄褐色を基調とするが、 部分的に黒く煤けている箇所がみられる。黒

色土器の可能性がある。胎土には砂粒を多く、茶褐色粒子を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下

外面はへラ削りが施される。覆土中からの出土で、遺存度は 1/5程である O 

84号住居跡 (第 6図)

〔住居構造〕住居の東壁と南東コーナ ー付近以外は調査区域外のため不明である o (平面形)方形か。

(規模)不明。 (壁高) 15~ 26 cm を測り 、 壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲では全周

する O 上幅20~25cm ・ 下幅 7 ~12cm ・ 深さ1O~17cmを測る o (床面)壁際を除いてよく硬化している O

(カマド)東壁に位置するが、 西側は調査区外であり、さらに後世の柱穴に も壊されている。 長さ 110cm・

幅約100cm・壁への掘り込み 50cmを測る。壁溝を掘っ た後にカマドが構築されており、袖部は灰褐色粘

土で作られたと思われる。(柱穴)検出された柱穴は、 後世の ものと思われる o (貯蔵穴)東壁の南東コ ー

ナ とカマドの中間に位置 し、平面形は長方形を呈する O 規模は 90x 73cm・深さ 64cmを測る O

[遺物]貯蔵穴と東壁際から多数の土器が出土し、ヤマモモの炭化種子も貯蔵穴と覆土中か ら l点ずつ

出土している。 

[時期]古墳時代後期(7世紀前葉)。 

84号住居跡出土遺物(第 7・8図)

土師器杯形土器(1 ~ 1 0) 

杯形土器はバラエティーが豊富で、無彩系土器c1・ 2・7)、 赤色系土器(3  ~ 6・8)、黒色系

土器(9・10)に分類でき る O その内、無彩系土器は 1・7が有段杯、 2が有稜杯に、赤色系土器は 3 

~6 が比企型郎、 8 が有段均くに 、 黒色系土器は 9 ・ 10が有段杯にそれぞれ細分が可能である O 

l は器高 4.2cm・口径 10.3cm・底径4.4cm。口縁部と底部の境と口唇部直下には横ナ デにより作出され

た弱 L、段をもち、底部は平底風である。底面には僅かではあるが、木葉痕が残る。色調は暗樟色を基調 
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とし、胎士には砂粒を多く 、茶褐色粒子 ・白色粒子 ・金雲母を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内面

はへラナデ、外面はへラ削りが施さ れる O 貯蔵穴すぐ南東の床面上からの出土で、遺存度は 4/5強であ

る。 

2は現器高 3.2cm・推定口径 12. 色調は暗褐0cm。口縁部と底部の境に稜をもち、口縁部は外傾する O

色を基調と し、胎土には茶褐色粒子 ・白色粒子 ・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面

はへ ラ削り が施される O 覆土中からの出土で、遺存度は 1/5程である O 

3は器高3.9cm・口径 12.6Cll1o 口縁部と底部の境には鋭い稜をもち、口縁部は外反する O 口唇部内面

直下には幅 1.5mmの沈線がまわる。赤彩は外面底部を除き全面に施されるが、基本的に胎土の色調が全

体に赤褐色を呈すため、赤彩の範囲と区別するのが困難な土器である。胎士には茶褐色粒子・黒色粒子・

砂粒・小石を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後ナデが施される O 貯蔵穴すぐ

南側の床面上からの出土で、遺存度は 2/3程である。 

4は器高 4.1cm・口径 13.1Cll1。口縁部と底部の境に稜をもち、口縁部は外反する O 口唇部内面直下に

は幅 1.5mmの沈線がまわる O 内面及び口縁部外面は赤彩が施される O 胎土の色調は暗樟色を呈し、胎土

には茶褐色粒子・砂粒・小石を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。

貯蔵穴内及びそのすぐ南東の床面上からの出土で、ほぼ完形品である O 

5は器高 4.1cm・口径 13.2cmo 3・4の土器に比べ、口縁部の張りが幾分弱く、口縁部と底部の境の

稜に丸味をもっ。 内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎土の色調は暗櫨色を呈し、胎士には茶褐色

粒子・砂粒 ・小石を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。貯蔵穴内か

らの出土で、ほぼ完形品である。 

6は器高4.1cm・推定口径13.2cmo 5の土器と法量は同 じであるが、口縁部と底部の境の稜がやや強

く段に近い。内面及び口縁部外出は赤彩が施される O 胎土の色調は暗褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子・

砂粒 ・小石を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施されるが、 その後ナデられ

光沢を帯びる。貯蔵穴南側の床面上からの出土で、遺存度は 1/2程である。 

7は器高 3.6cm・推定口径 12.0cm。口縁部と底部の境には横ナデにより作出された弱し、段をもち、口

縁部は直立する。 色調は暗黄櫨色を呈し、 胎土には茶褐色粒子・金雲母・砂粒を含む。内面及び口縁部

外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。 貯蔵穴北東の東壁近くの床面上からの出土で、遺存度

は1/4程である。 

8は現器高4.1cm・推定口径 12.3cll1。口縁部と底部の境には横ナデにより作出された段をもち、口縁

部は外傾する O 内面及び口縁部外面は赤彩が施される O 胎土の色調は暗褐色を呈 し、胎士には黒色微粒

子 ・砂粒を含む。 内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される O 貯蔵穴内からの出土

で、 遺存度は 1/5程である O 

9は器高4.6cm・口径 12.9cm。口縁部と底部の境には横ナデにより作出された段をもち、口縁部は外

反する。内外面が黒く 煤けていることから、黒色土器と考えられる O 胎土の色調は暗黄褐色を基調とし、

胎土には茶褐色粒子・金雲母・砂粒を含む。内面及び口縁部外白は横ナデ、以下外面はへラ削り後底部

を中心lこナデが施される。貯蔵穴南側の床面上か らの出土で、ほほ完形品である。 

10は器高5.7cm・推定口径 16.0cm。大型有段杯で、 口縁部と底部の境には横ナデにより作出された段

をもち、口縁部は外傾する O 全面黒彩が施される O 胎士は精錬されており、茶褐色粒子・砂粒を僅かに

含む程度である。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後へラ磨き調整が施され、光沢を 
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帯びる。貯蔵穴内及びそのすぐ南東の床面上か らの出土で、遺存度は 1/4程であ る。

土師器鉢形土器 (1 1)

器高20.3cm・口径 23.0cm・推定底径7.2cm。胴部上半に膨らみをもち、 口縁部は外反する O 色調は全体

に黒く煤け黒褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子・ 金雲母 ・砂粒を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内

面はへラナデ、外面はへラ削り後へラナデが施される。貯蔵穴内及び住居南東隅の床面上からの出土で、

遺存度は 1/2程である O

土師器聾形土器 (12~23) 

12~14は球胴聾、 15~23は長胴聾であ る。 

12は現器高20.5cm・口径23.0cm。胴部中位に最大径を もち、口縁部は外反する。色調は淡樟色を基調

とし、胎士には砂粒を多く、茶褐色粒子・黄褐色粒子 ・小石を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内面

はへラナデ、外面はへラ削り後磨きが施される。貯蔵穴内及びそのすぐ南東の床面上からの出土で、口

縁部から胴部下半にかけて2/3程遺存する O 

13は器高 31.0cm・口径23.0cm・底径7.6cmo 12の土器に比べ、胴部の膨らみが強く、口縁部は「コ」 の

字状を呈する。最大径は胴部中位にもつ O 色調は暗黄褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く、 茶褐色粒

子・白色粒子を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、 外面はへラ削り後へラナデ (スリッ

プか)が施される O 貯蔵穴及びそのすぐ東側の床面上からの出土で、遺存度は4/5程遺存する。 

14は現器高 30.4cm・推定口径 22.9cmo 13の土器と比べると、胴部上半の張りは弱く、 全体に器厚が薄

く作られている。色調は淡樟色を基調とし、胎土には砂粒を多 く、 茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は

横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラナデ(スリッフ。か)が施される。貯蔵穴すぐ南東

の床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 1/3程遺存する。 

15は器高 31.0cm・口径18.7cm・底径5.6cm。胴部は直線的に細長 く、口縁部は外反する。最大径は口縁

部と胴部中位のほぼ同じ位置にもつ。色調は暗黄褐色を基調とするが、胴部全体は煤けており、黒褐色

を呈する。また、口縁部内外面には粘土の付着が観察される。胎士には砂粒を多く、茶褐色粒子を含む。

口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。 住届南東隅の床面上からの

出土で、遺存度は4/5強である。 

16は現器高29.5cm・口径19.0cmo 15の土器に比べ、胴部中位に膨らみをもっ O 色調は暗黄褐色を基調

とするが、 15の土器同様に胴部全体が煤けており、黒褐色を呈する O 口縁部内外面にも粘土の付着が観

察される O 胎土には砂粒を多く、 茶褐色粒子・ 金雲母を含む。口縁部内外面は横ナデ、 以下内面はへラ

ナデ、外面はへラ削り後へラナデ(スリップか)が施される O 住居南東隅の床面上からの出土で、口縁

部から胴部下半にかけて2/3程遺存する。 

17は現器高7.2cm・推定口径 18.1cmo 口縁部が大き く外反する長胴聾である O 色調は暗黄褐色を呈し、

胎土には砂粒を多く、茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は横ナ デ、以下内面はへ ラナデ、外面はへラ削

り後へラナデ(ス リップか)が施される O 住居南東隅の床面上か らの出土で、口縁部から胴部上半にか

けて 1/3程遺存する O 

18は現器高11.9cm・推定口径 20.6cm。直線的な胴部と外反する口縁部をもっ長胴聾である。色調は暗

黄褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子 ・白色粒子 ・砂粒を多 く含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内面は

へラナデ、外面はへラ削り後へラ ナデ (ス リップか)が施される。貯蔵穴東側の床面上か らの出土で、

口縁部から胴部中位にかけて 1/3程遺存する O 
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19は現器高� 20.0cm・胴部最大径20.5cm。胴部中位に膨らみをもっ長胴聾で、ある。色調は全体に煤けて

ており、黒褐色を呈する。胎土には茶褐色粒子 ・白色粒子・砂粒を多く含む。頭部内外面は横ナデ、以

下内面はへラナ デ (ささ くれ状)、外面はへ ラ削り後へラ ナデが施される。貯蔵穴内及びその南東の床

面上からの出土で、頭部から胴部下半にかけて� 1/3程遺存する。� 

20は現器高� 9.5cm・推定底径� 5.7cm。胴部下半から底部にかけて� 1/3程遺存する� 色調は暗茶褐色を呈O

し、胎土には砂粒を多 く、茶褐色粒子を含む。 内面はへラ ナデ(ささくれ状)、外面はへラ削り後粗い

ナデが施される。 貯蔵穴南東の床面上からの出土である。� 

21は現器高� 12.7cm・推定底径� 7.2cm。胴部下半から底部にかけて� 2/3程遺存する� 色調は暗樟色を呈O

し、胎土には砂粒を多く 、茶褐色粒子を含む。 内面はへラ ナデ、外面はへラ削り後へラナデが施される。

貯蔵穴内及びその南東の床面上からの出土である� O 

22は現器高21.0cm・胴部最大径� 20.1cmo 胴部中位に最大径をもっ長胴聾で、ある� O 色調は暗黄褐色を呈

し、胎土には砂粒を多 く、茶褐色粒子 ・白色粒子 ・小石を含む� O 内面はへラナデ、外面はへラ削り後へ

ラナデ(スリップか)が施される。貯蔵穴内及びその北東の床面上からの出土で、胴部中位から底部に

かけて1/2程遺存する。� 

23は現器高3.2cm・底径� 6.3cm。底部を� 2/3程遺存する。色調は暗檀色を呈 し、胎土には砂粒を多く、

茶褐色粒子 ・白色粒子を含む。内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。覆土中からの出土である� O

土製品� (24)

支脚である。全長� 20.6cm・上底径� 3.9cm・下底径� 9.0cm。重さ� 1，193 g0 上底より下底が大きく安定よく

作られているが、おおよそ円筒形状を呈している。また、中心� lこは径� 7rnrn前後の穿孔が開けられている。

色調は淡檀色を呈し、 胎土には砂粒 ・繊維を多く、金雲母を含む。 全面に押捺痕が観察される� 東壁のO

壁溝内からの出土で、完形品である。� 

85号住居跡(第� 9図)

〔住居構造〕北側は� 74号土坑に切られる。さらに撹乱によりほとんどが壊されているため、詳細は不明

である。(平面形)不明。(規模)不明。(壁高)残っている部分では� 40cmを測る。(壁溝)確認できた所

では、 上幅40cm ・ 下幅10~14cm ・ 深さ 9 ~12cmを抑同。 壁は急斜に立ち上がる o (床面)よく硬化して

いた。(柱穴)検出された柱穴は、 主柱の可能性があ る。(覆土)焼土粒子を多く含む黒褐色土を基調と

する O

[遺物]床直から杯・聾形土器と土錘� 1点が出土 した。

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉)。� 

85号住居跡出土遺物(第10図)

土師器杯形土器� ( 1 ~ 3) 

1は現器高� 3.3cm・推定口径10.6cm。口縁部と底部の境に稜をもち、口縁部は外傾する� 色調は黄褐O

色を基調とし、胎土には砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。

覆土中か らの出土で、口縁部から底部にかけて� 1/5程遺存する� O 

2は現器高� 3.9cm・推定口径� 12.8cm。口縁部と体部の境に稜をも ち、口縁部は外傾する。色調は暗黄

褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く、 茶褐色粒子を含む。内面及び口縁部外由は横ナデ、以下外面は

へラ削りが施される� 覆土中からの出土で、 口縁部か ら底部にかけて� 1/6程遺存する。� O
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3は器高4.7cm・口径12.0cm。口縁部と体部の境に段をもち、口縁部は直立する。 色調は暗樫色を基調

とし、胎土には砂粒を多く、茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は横ナデ、 以下内面はへラナデ、外面は

へラ削りが施される O 覆土中からの出土で、 遺存度は2/3程であ る。

土師器鉢形土器 (4) 

現器高9.5cm・推定口径 25.8cm。全体にヘルメッ卜形を呈する O 口縁部と体部の境に稜をもち、口縁

部は外反する。色調は黄褐色を基調とし、外面には黒斑が付される。胎土には金雲母・ 砂粒を含む。口

縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへラナテが施される。住居西側の床面上からの出土で、口縁部か ら

体部下半にかけて 1/6程遺存する O

土師器聾形土器 (5 ~10) 

5 ~ 7・9は長護、 8・10は丸歪である O 

5は現器高 7.1cm・推定口径 19.5cm。口縁部に最大径をもち、口縁部は大きく外反する。色調は明櫨

色を基調とし、 胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナ デ、 以下内外面はへラナデ(ス

リッ プか)が施さ れる O 南壁近く の柱穴すぐ北側の床面上からの出土で、口縁部から胴部上半にかけて 

1/5程遺存する O 

6は現器高11.3cm・推定口径 20.0cm。器形は 1の土器に類似するが、口縁部と胴部との境には段をも

っO 段は口縁部横ナデにより作出されたものである。色調は外面が暗樟色、内面は黒斑により黒色を呈

する。胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへラナデ(スリップか)

が施される。覆土中からの出土で、 口縁部か ら胴部中位にかけて 1/3程遺存する。 

7は現器高27.5cm・推定口径 20.8cm。口縁部に最大径をもち、口縁部が弓状に外反する O 口縁部と胴

部との境はスム ーズで段を もたない。 色調は暗黄褐色を基調と し、胎土には砂粒を多く、茶褐色粒子・

金雲母を僅かに含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後胴部下半を中心

に弱いへラナデが施される。南壁近 くの柱穴すぐ北側の床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にか

けて 1/2程遺存する O 

8は現器高6.3cm・推定口径 21.7cm。口縁部は大きく弓状に外反し、口唇部は丸く 仕上げられている。

色調は明樟色を呈し、胎土には白色粒子 ・砂粒を僅かに含む。口縁部内外面は横ナ デ、以下内面はへラ

ナデが施される O 外面はヨコナデ以下未調整か。 南壁近くの柱穴すぐ北側の床面上からの出土で、口縁

部から胴部上半にかけて 1/5程遺存する。 

9は現器高4.5cm・底径6.7cm。長聾の底部で、 色調は内面が灰褐色、外面が暗櫨色を呈する O 胎士に

は砂粒を多く、茶褐色粒子を僅かに含む。 内面はへ ラナデ、外面はへラ削り後へラナデが施される。覆

土中からの出土で、底部のみ 4/5程遺存する O 

10は現器高4.5cm・底径9.0cm。丸聾の底部で、色調は淡黄褐色を呈し、胎土には砂粒を多く、茶褐色

粒子を僅かに含む。内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。覆土中からの出土で、底部のみ 2/3

程遺存する O

須恵器聾形土器 (11)

胴部の小破片で、 色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒 ・白色粒子を含む。内面はナデが施され、外

面には平行叩き目痕が残る。覆土中か らの出土である。

土製品 (12)

土錘であ る。長さ 4.5cm・最大径08.cm・穿孔径0.25cm・重さ 2.6g 0 
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石製品� (13)

用途不明の製品である。全面が細かい単位で磨かれているが、先端部はやや尖っている。断面は円形

である。長さ3.0cm・径O.5cm・重さ� 2.2g。� 

86号住居跡� (第� 9図)

〔住居構造〕一部分 しか確認できなかったため、 詳細は不明であ る。(平面形)不明。(規模)不明。

(壁高)40cmを前後を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲では、 すべて巡らされ

ていた。上幅20cm前後 ・下幅� 7 ~12cm ・ 深さ 6 ~16cmを測る o (覆土)上層はローム粒子を含む黒褐色

土、下層はローム粒子を多く、焼土粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。� 

[遺物]杯 ・護形土器とミニチュア土器が出土した。� 

[時期]古墳時代後期� (7世紀前葉)。� 

[所見]床面上より炭化材が検出さ れたことから、焼失住居と思われる。� 

86号住居跡出土遺物(第11図)� 

1は土師器杯形土器であ るO 器高5.8cm・口径15.8cm。無彩の大型有段杯で、 口縁部と底部の境に段

をもち、 口縁部は外傾する。色調は全体に暗檀色を基調とするが、外面底部の・部に黒斑が残る。胎土

には砂粒を多く、茶褐色粒子を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横へラ削り

後ナデが施される。住居南側のくびれ部分近くの床面上からの出土で、遣存度は4/5程である O 

開 乱

¥ 

撹 乱

日1 

86号住居 跡� 

"s}m 

85号住居跡�  2m 

第� 9図� 85・86号住居跡� 0/60) 
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2・3は土師器聾形土器である。 2は中型の丸聾の口縁部から胴部上半にかけての破片である O 色調

は明檀色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色粒子・ 金雲母を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はへ

ラナデが施される。覆土中からの出土である。 

3は現器高 6.7cm・底径7.8cm。器厚が比較的に分厚 く、胴部下半以下スリムな器形を呈する O 色調は

明撞色を基調とし、胎土には砂粒・茶褐色粒子を含む。 内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラナデが

施される O 覆土中からの出土で、胴部下半から底部にかけて 2/3程遺存する。 

4は須恵器聾形土器であ る。胴部上半の破片で、色調は暗灰褐色を呈 し、胎土には白色砂粒を含む。

内面はナデ調整、外面は粗いハケ白状の回転カキ日調整が施される。覆土中からの出土である O 

5はミニチ ュア土器であ る O 現器高 1.5cm・底径 3.2cm。体部以上を欠く O 色調は内外面黒色を呈す

ることから、黒彩が施されているものと思われる。 胎土には白色粒子を僅かに含む。

第 3節 中・近世の遺構・遺物 

12号溝跡(第12図)

0〔構造〕ごく一部分しか確認できなかったため、詳細は不明である。 N-14 -Eの走行角度をもち、

断面は薬研状を呈する。 斜面に沿って多数のピット が確認されたが、本遺構に付属する可能性が大きい。

(深さ)地表面から 3.7m前後を測る o (覆土) 37層に分層され、 レン ズ状の堆積状態を示す。なお、 1 

~5 層については、ローム ブックを充填す る土層で、 6 層以下の土層とは断絶が見られる O

[遺物]陶 ・磁器の破片と寛永通宝 1点などが出土した。

[時期]遺物の時期は、 14世紀後半 ・ 16世紀終末段階・ 18世紀から 19世紀前半の 3段階の区分ができる O 

[所見]本遺構から出土した遺物をみると、特に 16世紀終末段階からの遺物が増加していることが分か

る。このことか ら、この時期以降に大堀の機能が終了したものと考えるのが自然であろう O さらに 18世

紀から 19世紀前半に比定さ れる最新の遺物については、 覆土 1 ~ 6層中のローム充填士からの出土に限

定されるこ とから、 7層以下の土層とは違い、 時期を隔てて人為的に埋め戻された可能性がある o 7層

以下の土層については、自然埋没したものと推測される。本遺構は、柏城の本丸袖曲輪を囲擁する大堀

と考えられる。 

12号溝跡出土遺物(第13図、図版 5-3・4、図版 6) 

磁器 (図版 5-4・ 1 ~ 5) 

1は肥前系の染付碗の底部小破片である。文様は外面に草花文が描かれている O 高台内には銘あり O

時期は 18世紀代であろう O 

2は肥前系の くらわんか手染付碗である。器高 6.0cm・推定口径 10.6cm・底径4.4cm。文様は外面に草

花文(松竹梅)が描かれている。時期は 18世紀中~後半である。 

3は肥前系の染付輪花鉢であ る。現器高 7目 7cm・推定口径 19.0cm。内面には草花文、外面には唐草文

が描かれている。時期は 18世紀中頃であろう O 

4は肥前系の白磁製の水滴で、ある。形づくり成形による上面には、形による文様をもつが、文様につ

いては不詳である。 

5は磁製の色絵小壷である。色彩の剥落が著 しく詳細は不明である O 文様は小破片のため、特定でき

ないが、植物文であろう。 
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1層表土。 寸� 

2層 ローム粒子 ・ローム小プロック� | 
を多く含む黄褐色土。� Iロ� 

3層 ローム粒子・ローム小プロ ック� II 
を多 く、 黒色士を含む黄褐色土。 トム� 

4届 ローム粒子・ローム小プロ ック� |充

を含む暗黄褐色土。� I填� 
5届ローム粒子 ローム小プロ ァク� | 

を含む暗黄禍色士。 ~ 
6届ローム粒子を多 く含む暗黄褐色土。

7層 ローム粒子を含む暗茶褐色土。
日層ロームプロッ ク。� 
9層ローム粒子を多く 含む明茶褐色土。� 
10層ロ}ム粒子を僅かに含む黒縄色土。� 

11層 ローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 
12層 ローム粒子を多く、小石を吉む明茶

褐色土。� 
13層 ローム粒子を含む暗茶褐色土。� 

14層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
15層 ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含

む茶褐色土。� 
16層 ローム粒子を含む暗茶褐色土。� 
17層ローム粒子を多く、炭化物粒子を含

む茶褐色土。� 
18層 ローム粒子を含む暗茶褐色土。� 

19層 ローム粒子を含む暗茶褐色士。� 

20層 ローム粒子を多く吉む暗茶褐色士。� 
211面 小石を多〈、ローム粒子を含む暗茶

褐色土。� 
22層ローム粒子を僅かに含む暗褐色土。� 
23層ローム粒子を多く含む明茶褐色士。� 

24層ローム粒子を多く含む明茶褐色土。� 

25層ローム粒子を含む黒褐色土。� 
26層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 

27層 ローム粒子を吉む茶褐色土。� 
28層ローム粒子を多 く、ローム小プロッ

クを含む茶褐色士。� 

29層 ローム粒子 ・ローム小プロ ック を多

く含む黄褐色士。� 
30届ローム小プロ ックを多く吉む暗貨褐

色土。� 
31届 ローム小プロ ックを多 く含む黒色土. 
32層 ローム粒子を含む黒色土。� 
33層ローム粒子 ・ローム小プロックを多

〈含む暗黄褐色土。� 
34層ローム粒子を含む黒褐色士。� 

35層 ローム粒子を多〈含む暗黄禍色土. 
36層 ローム粒子を含む黒褐色土。� 

37層 ローム粒子を多く吉む暗黄褐色土。� 

38届 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土. 
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陶器(図版� 5・4・6 ~ 1 2、 図版 6 ・13~22)
 

6 • 7は京焼風の灰柚碗の破片である。� 7は器高4.6cm・推定口径� 8.8cm・底径3.4cm。見込みに胎土日


ピンによるハリ支え痕が� 2ヵ所残る� 時期は 18世紀後~19世紀前半。O

8は瀬戸・美濃系の灰柑皿の口縁部小破片である。時期は� 17世紀代であろう� O 

9は瀬戸 ・美濃系の志野織部皿である。内面に鉄絵(草花文)が描かれている� 時期は� 17世紀前半。� O

10は瀬戸 ・美濃系の高台付鉢。 内面には灰柚が施され、 淡い緑斑(タンパン)と貫入が見られる� O 

11は瀬戸 ・ 美濃系の飴粕徳利である。 時期は 18世紀後~19世紀前半。 

12は唐津三島手の大鉢の口縁部小破片である。時期は� 17世紀後半である O 

13・15・16は瀬戸の鉄粕措鉢で、� 13・15は受口状の複合口縁を呈 し、� 13・16の内面には12本� 1単位の

櫛目が施される� o 1 6の底部に は回転糸切 り 痕が残る 。 13は 17世紀後半、 15 は 18~19世紀、 16は 18世紀代。 

14は信楽系の鉄柚揺鉢の口縁部破片である� 口縁部は複合口縁を呈 し、内面には� 7本� l単位の櫛目がO

施される� 時期は17世紀であ る。� O

17は瀬戸の鉄軸揺鉢の胴部破片である� 内面にはハケ 目状の細かい目の櫛目が左回りに施される。時O

期は18世紀代であろう� O 

18は常滑聾の口縁部から頭部にかけての破片である。口縁部は複合口縁を呈し、頚部は大きく弓状に

外反する� 外面には薄い緑色の自然粕がかか っている。内外面横ナ デが施される� O 時期は14世紀後半。O

19は常滑大聾の底部破片であ る。底部付近には押捺痕が観察される。担ね鉢に転用か。中世の所産。� 

20は在地系とされる査の胴部上半の破片である� 色調は暗茶褐色を基調とし、内外面ていねいに横ナO

デが施される。時期は� 14世紀後半であ る� O 

21は常滑護の胴部小破片である� O 色調は灰褐色を呈し、外面には� iXJ印が刻印されている� 内面にO

は指頭押捺痕が顕著に観察さ れる。時期は� 14世紀後半である� O 

22は常滑大護の胴部破片であ る。 内外面はナ デられているが、外面はハケ状工具による調整が施され

る。時期は� 14世紀後半であ る� O

瓦器(図版� 6 -23~25) 

ほうろくである。� 23は器高� 6.0cm、24は器高� 5.3cm。色調は全体に黒色を基調とし、胎土には白色粒子・

茶褐色粒子 ・砂粒を僅かに含む。� 25は器高4.8cm・推定口径� 23.2cm・推定底径� 21.2cm。内耳あり� 色調はO

外面全体が煤け黒色、内面は暗灰褐色を呈 している。時期は� 16世紀後半であろう� O

銅銭� (第13図)


寛永通宝である� 外径� 2.4cm・重さ� 2.7 g 0
O

02cm  

第13図� 12号溝跡出土古銭� 0/1) 
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13号溝跡(第12図)

〔構造J 12号溝跡の西側に位置し、 12号溝跡と同じ走行角度をもっO 上幅55~65cm ・ 下幅16~20cm ・深

さ 34~38cmを測る o (覆土)ロ ムブロックを多く含む暗褐色土を基調とする。 

[遺物]出土しなかった。

[時期]不明。 

[所見]遺物が出土しなかったこ とから、時期を比定できなかったが、12号溝跡のすぐ西側に併行して

存在することから、 12号溝跡に関連する遺構と考えられる。

第 4節 遺構外出土遺物

縄文時代から中・近世にかけての遺物が検出された。時代的には縄文時代早・ 前 ・中・後期、弥生時

代後期、古墳時代後期、中・近世に比定され、 第 1 ~10群に分類された (第14 ・ 15図、図版7)。

第 1群縄文時代早期後葉の条痕文系土器(第14図 1 ~ 4) 

1は全体が摩耗しているため、 不明瞭であるが、 無紋土器で、器面には軽い擦痕文が施されている。

口縁部は波状口縁を呈 し、口唇上には格条体圧痕文が観察できる。色調は暗茶褐色を基調とし、胎土に

は砂粒・黄褐色粒子・繊維を含む。子母口式土器と思われる。 

2は外面に擦痕がみられ、内面に貝殻条痕文が施される。色調は暗茶褐色を呈し、胎土には砂粒を多

く、繊維を含む。 

3・4は外面に貝殻条痕文が施される O 色調は明茶褐色を呈し、胎土には砂粒を多く、小石 (5mm程)・

繊維を含む。 3は色調・胎士ともに 2と同様である ことから同一個体の可能性がある。

第 2群縄文時代前期前葉~中葉の土器(第14図 5 ~ 8) 

5は波状口縁の一部である。外面は無紋だが、内面には貝殻背圧痕文が施される。色調は明茶褐色を

基調とする。胎士には砂粒・小石(3 mm程)が多くみられ、繊維を僅かに含む。 

6はRLの単節縄文を地文に横位の員殻条痕文が施されている。色調は外面が暗黄褐色、内面は黒色

を呈し、胎土には砂粒・小石 (2mm程) ・赤褐色粒子・繊維を含む。 

7は口縁部の一部である O 外面に Rの無節縄文が施されている。色調は暗茶褐色を呈し、内面は黒班

が付される。 胎士には砂粒 ・繊維を含む。 

8は棒状工具による平行沈線内に半載竹管による刻み目が施され、その上にボタン状貼付文が付され

れている O 色調は明茶褐色を呈し、胎土には砂粒 ・黄褐色粒子・繊維を含む。 

5 • 6は花積下層式土器、 8は関山 I式土器、 7は黒浜式土器と考えられる。

第 3群縄文時代前期後葉の土器 (第14図 9 ~1 1) 

9は外面に半戟竹管による平行沈線が施されている。色調は外面が明茶褐色、内面は赤褐色を呈し、

胎士には砂粒・黄褐色粒子を多く含む。 

10は外面に縦位羽状の竹管文が施されている。色調は黄褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。 

11は貝殻腹縁による連続圧痕文が施されている。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒・ 白色粒子を

含む。 

9は諸磯 b式土器、10は諸磯 C式土器、 11は浮島 ・興津式土器と恩われる O

第 4群縄文中期前葉の土器(第1 4図12~1 7) 
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12は口唇部外面に刻み目が付され、その直下には半載竹管により横位に集合沈線が施されている。色

調は黄褐色を呈し、胎土には砂粒 ・黒色の鉱物(角閃石か)を多く含む。� 

13~15は結節文が 13 ・ 1 4に横位、 15に縦位に施されるもので、 13は地文として RL の単節斜縄文がみ

られ、上部に横位区画の沈線が施されている。色調は� 13・15が暗赤褐色、� 14は外面が暗黄褐色、内面に

は黒班が付す。胎土にはいずれも砂粒・黄褐色粒子を多 く含み、� 15には金雲母が台まれる� O 

16は半載竹管により上下に横位区画がなされ、その聞を縦位の集合沈線が施されている。色調は暗茶

褐色を呈し、胎士には砂粒・金雲母を多く含む。
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17は口縁部の破片で、口唇付近の内面下端は突出し複合口縁状になっているO 地文には Lの撚糸文が

施され、その上には刻みを もっ隆帯が横位に貼り付けられている。色調は暗赤褐色を呈し、胎土には砂

粒を多く 、黄褐色 ・赤褐色粒子を含む。 

12~16はいずれも五領ヶ 台 I 式、 17は五領ヶ台式併行の土器と考えられ る O

第 5 群縄文時代中期後葉の土器 (第14図 18~22) 

18は口縁部の破片で、肥大した口縁直下に横位の幅広沈線が施されている O 地文は縦位の条線文であ

ろう。色調は暗赤褐色を呈し、胎土には砂粒・ 小石 (2mm程)を僅かに含む。 

が暗茶褐19色調は、。Lは撚りが組19本の横位沈線文が施されている。2の撚糸文を地文にLは22・19

色、 22が黄褐色を呈し、胎土には砂粒 ・黄褐色粒子を多く含む。 

20・21はRLの単節斜縄文を地文に沈線による懸垂文が施される。色調は20が暗黄褐色、 21が暗茶褐

色を呈し、胎土はいずれも砂粒を多く 、小石 (2mm程)を含む。 

19・22は加曽利 E 1 式、 1 8 ・ 20 ・ 21 は加曽利 E n ~EIII と 考えられる。

第 6群縄文時代後期の土器 (第14図23・24) 

23は 2本の沈線文によ り曲線的な文様が描かれている。 色調は黒褐色を呈し、胎土には砂粒・小石 

(2 ~ 3 mm)を含む。 

24は沈線による格子目文が描かれている。 色調は黒褐色を呈し、 胎土には砂粒・金雲母・小石(l ~ 

2 	mm台)を含む。 

23は堀之内 I式土器、 24は粗製土器である。

第 7群縄文時代の石器(第15図 1 ~4) 

)。表参照4は石皿である(第4・3は磨石、2は打製石斧、1

第 8 群弥生時代後期の土器 (第 1 4図25~30) 

25・26・30は壷形土器で、25・26は肩部小破片、 30は底部破片である。25は端末に結節を伴う Rの無

節斜縄文が施され、無文部は赤彩される。胎土には黄褐色粒子・ 小石(3mm程)を多 く含む。26は単節

斜縄文により羽状に施され、 無文部は赤彩される O 胎土には黄褐色粒子を含む。 30は現器高 1.8cm・底

径4.6cm。色調は暗茶褐色を呈し、胎土には黄褐色粒子を多く 、小石(3 mm程)を僅かに含む。 内面は

へラナデ、外面はへラ削りが施される。 

27は高杯の口縁部小破片であろうか。口縁部が短く 外反し、体部に膨らみをもっ。 胎土には黄褐色粒

子を含み、全面赤彩される O 内外面にへラ磨き調整が施されるが、外面にはハケ目痕が顕著に残る。 

28・29は聾形土器である。 28は胴部上半の小破片で、内面はへラナデ、外面は斜位のハケ目調整が施

される。色調は黒褐色を呈し、胎土には黄褐色 ・櫨色粒子を含む。29は口縁部小破片で、口唇部にはハ

ケ状工具による刻み目が付される。色調は外面が暗茶褐色、内面が明茶褐色を呈し、胎土には黄褐色粒

子 ・砂粒を含む。内面はハケ目調整後へラ磨き調整、外面は斜位のハケ目調整が施される。

第 9群古墳時代後期の土師器  (第14図31) 

31は現器高3.6cm、推定口径 12.6cm。いわゆる比企型杯である O 口縁部と底部との境は稜を もち、口

唇部内面には幅 2mm程の沈線がまわる O 内面及び外面口縁部は赤彩される。赤彩以外での色調は暗赤褐

色を呈し、胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施

される。時期は 7世紀前~中葉に比定される。

第10群中 ・近世の遺物 (図版 7・ 1 1 ~1 1)・ 
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申面

(単位叩 ・g)

援型で刃部加工、整形加工、素材剥離ともハー

は横長である。

ると思われる。

硬い石材で節理面に擦痕が認められ、石皿と
|第15図� 4 石皿 玄武岩� 13 17.1 5.3 966 

して用いられたものと思われる。

第� 4表 遺構外出土の石器観察表

磁器� (1 ~ 3) 

陶器� (4 ~ 8) 

O

タタキで使用されたものと考えられる� 時期は19世紀以降であろ う� O O 

5は瀬戸の灰柑大鉢の底部破片である。時期は� 19世紀であろう� O 

いる� 時期は18世紀後半ーから19世紀前半である。O

瓦器� (9・10) 

重さ長さ 厚さ石 材図版番号 観察 所見器種

ホルンフェ/レス� ドハンマ ーによる直接打撃であり、素材剥片打製石斧15 1 6.3 5.1 1.4 65図第� 

擦痕が表裏に認められ、形状は楕円形を呈す
磨石15 2 6.8 10.2 4.7 354図 磯岩第� 

石皿分割後再利用されている。分割面周辺は
1015 3 石皿 .49.0 5.3 524図 砂岩� 第

マイク ロフレーキングが多数認められる。� 

5 .

は猪口、 は蓋の小破片であ る。� の外面には 「有色」の� 文字のみ確認、吉祥句であろう� はl 2 1 2 2o 

外面に吉祥文?、内面は口縁部直下に七宝つなぎ文、見込みには二重圏線が描かれる。時期は� 世紀。19

3は肥前系のくらわんか手染付碗である。文様は草花文。 時期は� 世紀後半である。18

4は緑柚と白濁柚掛け分けの筒形鉢である 産地不明。口縁部に粕の剥離が観察されることから、灰

6は瀬戸製の鉄柑天目茶碗であ る� 時期は 世紀であろう。� 17O

7 8・ は瀬戸 ・美濃系の灯明受皿である。平底のもので、内面及び口縁部外面には鉄紬がかけられて

•9 10 9はほうろくの小破片であ る� は口縁部で、色調は黒褐色を呈し、胎土には白色粒子・ 茶褐色o

9粒子 ・砂粒を含む。� は に比べ、口縁部が短く、偏平なものである。色調は内面が檀色、外面が黒褐10

いわゆる泥面子である 中心部に径 の穿孔が認められる。推定外径� ・重さ� 6.0cm 3.7cm 9.6g 上面にはo

草花文が形押しされている。色調は明撞色を呈 し、胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。遺存度は� 弱1/2

色を呈 し、胎士には茶褐色粒子を含む。

土製品� (11)

O

である。

内

ο 

http:6.0cm3.7cm9.6g


第 3章城山遺跡第16地点の調査

第 1節調査の経過

(1)調査に至る経過

平成 4年 6月、(株)藤和不動産 代表取締役 笠原緊三氏か ら志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ

開発計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市柏町 3丁

目2599-7番地 (面積1，556rrf)内に共同住宅建設を行うというものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡(コード 11228-

003)に該当するため、大旨下記のとおり 回答した。

1.当該地は、平成 2年に発掘調査を実施した第 12地点に隣接するため、遺跡の存在する可能性があ

ること。 

2.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。 

3.上記 2の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること O また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること O

その後の事前協議で、教育委員会は、現状保存は不可能であるという(側藤和不動産からの要望を重視

すること により、 上記 2の確認調査を実施せずに当初から、記録保存のための発掘調査を実施すること

で合意した。 

9月28日、(欄藤和不動産から埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる組織と

して、志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋 した。 遺跡調査会ではこれを受け、 10月 l日、(掬

藤和不動産と委託契約を締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これ

らの届出書をすみやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出 した。

これにより、 10月 2日から遺跡調査会を主体として発掘調査が実施された。なお、文化庁通知番号は、

委保第 5の1620号平成 5年 3月16日付である。 

( 2)発掘調査の経過  

10月 2日 重機による表土剥ぎ及び遺構確認作業を開始する O 本地点は、東方向にゆるやかに下が

る斜面地であ る O まず、標高の高い調査区北西部から表土を剥ぎ、徐々に標高の低い調査

区北東部に遺構確認作業を行った。その結果、調査区域内には黒色土を基調とする遺物包

含層 ・溝跡等の遺構が存在することが判明した。 残土置場は当面、調査区南端部に当てる

こと とした。 

8日 表土剥ぎ作業に併行 して、人員導入による発掘調査を開始した。まず、調査区の北東部

を I区とし、遺物が比較的に多く出土する部分にセク ションを設定し、掘り下げることに

した。遺物と しては、古墳時代後期の土器を中心に縄文土器が出土している O 

12日 調査区のほぼ中央付近に試掘トレンチを 1本設定し、 重機を使用し、表土を剥ぎ、遺構

及び土層の確認作業を行った。その結果、 遺構は確認されなかったが、遺物を僅かに含む 
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遺物包含層が確認された。その後、表土剥ぎ及び遺物包含層は、僅かずつ重機により剥ぐ

予定とした。

作業にならなかっ た。と、この期間は雨天続きであったため、ほとん� 日13月10

~21 日 I区の精査。

22日 午前中に I区の写真撮影のための掃除、 午後か ら写真撮影、その後実測を行い、遺物を

取り上げる。� 
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I区の実測及び遺物取り上げ、 さらに掘り下げる。� 日

日

日F I区の南西部分を� E区とし、遺物の実測及び遺物取り上げ開始。� 

4日� E区か らカマ ドをもっ住居跡� (87H)が検出された。時期については、出土遺物が少なかっ

たため、特定は難しい。また、� 87Hの東側には広い範囲で、黒色土層が確認された。 斜面

地による堆積層であるものか。とりあえず掘り下げることにする。� 

5日� 87Hの掘りほぼ終了。� 87Hの東側掘り下げ。� 

6日� 87Hの東側については、溝状遺構の先端部であるこ とが判明した、 遺構名を� 14Mとする。� 

I区� 

10m 

第16図 遺構分布図� 0/300) 
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断面は薬研状を呈している。造物には常滑聾・志野皿・肥前系磁器碗などが出土 している

ことから、時代的には中 ・近世に比定さ れる。� 

7~17 日 14Mの精査。北側にかけてほぼ直角に屈曲し、 鍵の手状を呈していることが判明した。� 

14Mの北半部から新たに井戸跡が検出された。� 13Wとし、精査開始。� 

18日� 87H・13Wの写真撮影。� 

19日� 13W実測。� 20・21日は雨天のため中止。� 

24日 午前中、� 14Mの写真撮影のためのそうじ、午後か ら写真撮影を行う� その後、� H区の南O

部分を田区とし、精査を開始する。� 

25日� 14Mの実測開始。 皿区の精査。

26日 田区の精査。� 

27日� 14M・87Hの実測。� 

30日� 皿区の精査中に新たに溝跡を検出する。� 15Mとし、精査開始。断面形は� V字形を呈する� O 

12月� 1日 15Mの精査。� E区の精査再開。雨天にて� 3時で中止。� 

2日� H区か ら新たに井戸跡検出。� 14Wとし、精査開始。� 1区の精査を再開する。� 

3日� 15Mの精査。� I区から新たに集石� l基を確認。� 1Sとする。� 

4日� 15Mの精査。� 14W実測。� 

5日� 15Mの精査。� 

7日� I区の精査。� 1Sの写真 ・実測。� 15Mの精査と写真撮影。� 

8日� I区の精査。� 1Sの精査。� 

9日� I区の精査。� 1Sの実測終了。新たに古墳時代後期の土器と土製支脚が出土した。周囲

には焼土の広がりが見られる。住居跡の可能性がある。� 15Mの実視IJ。� 

10日� 15Mの実担� IJ終了。� I区の精査。� 

11日� I区の精査。古墳時代後期の土器の出土状態の写真撮影終了。午後� 4時には調査を完了

し、その後器材の搬出作業を終了する。� 

12日 重機による埋戻し作業完了。

第� 2節� I区から検出された遺構・遺物

(1)縄文時代の遺構・遺物 
  

1号集石(第17図)


〔構造〕 長径� 78cm・短径� 62cm・深さ� 10cm前後の楕円形

の土坑を伴う。坑底は東側が深 くなっている� o (礁の

状態)離は比較的に士坑の西側から集中して検出さ れ

ている。

〔遺物〕記録では、土器が数点検出されている とある 蕊応部
が、所在不明である。

1m 

〔時期〕縄文時代。
 

第17図� 1号集石� 0/30)
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( 2 )古墳・平安時代の遺構・遺物(第18図)

調査区内から土器 ・土製品・ 石製品が検出されている。特に、北西端から は、完形に近い土師器聾形

土器� ( 3 )と土製支脚� ( 6 )が出土 し、その周囲からは焼土が検出されている。調査時においては、住

居跡として取り扱わなかったが、焼士検出範囲はカマド部分に相当し、これ らは住居跡とその出土遺物

である可能性がある。住居跡であ ると考えた場合、以下の遺物で共伴するものは、� 1 ~ 7で、時期は� 7

世紀前葉に比定される。

土師器聾形土器� (1 ~ 4) 

1 は長費、 2~ 4 は丸聾である。 

1は現器高� 13.3cm・推定口径19.1cm。口縁部は弓状を呈し、胴部は長胴化が完成している。色調は淡

茶褐色を基調とし、胎土には砂粒を多 く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへ

ラ削り後、ナデ (スリッ プか)が施される� 口縁部から胴部中位にかけて、� 1/2程遺存する。� O

2は現器高� 4.5cm・底径� 7.2cm。底部には木葉痕が観察される� 色調は暗黄褐色を基調とし、胎土にO

は砂粒を多く、茶褐色粒子 ・黒色粒子を含む。� 

3は器高� 35.1cm・口径� 22.1cm・底径� 8.2cm。大型のもので、 胴部中位に最大径をもち、口縁部は弓状に

大きく外反する。色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く、茶褐色粒子・ 金雲母 ・小石を含む。

口縁部内外面は横ナデ、以下内面は横ナデ、外面は斜方向(左上がり)にへラ削りが施される。ほぼ完

形品であ る� O 

4は現器高� 22.7cm・底径9.2cmo 3の土器同様に大型のもので、胴部中位に最大径をもっ。色調は暗

茶褐色を基調とし、胎土には砂粒を多く 、黄褐色粒子・金雲母 ・小石を含む。内面は横ナデ、外面はへ

ラ削り後、胴部中位を中心� lこナデが施される。胴部から底部にかけて、� 1/5程遺存する。

土師器甑形土器(5 ) 

器高28.6cm・口径� 25.3cm・底径� 7.0cm。口縁部は複合口縁を呈し、胴部から底部にかけてはゆるやかに

すほまっ ている。色調は暗茶褐色を基調と し、胎土には砂粒を多 く、黄褐色粒子 ・茶褐色粒子・小石を

含む。口縁部内外面は横ナ デ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後、ナデ(スリップか)が施され

るO また、口縁部外面の複合部には横ナデ前の指頭押捺による成形痕が観察される� O 遺存度は2/3程で

ある。

土製品� ( 6 ) 

支脚である� 現全長15.9cm・最大幅� 8.3cm。上底径4.7cm。上底面に比べ、 下底面が広いが、ほぼ円柱O

形を呈する大型品である。色調は暗茶褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子を含む。

石製品c7・� 8) 

砥石である O 

7は現全長6.5cm・最大幅4.6cm・重量� 196 g。基部以外の� 4面は使用面である。石質は砂岩。� 

8は全長� 10.3cm・最大幅� 4.6cm・重量� 112.6 g 0 使用面は表面のみである� 裏面及び右側面に見られるO

細線は成形痕であろ う。石質は凝灰岩。

須恵器腕形土器� ( 9 ) 

酸化炎焼成の須恵器域形土器である� O 現器高5.1cm・推定口径� 13.4cm・底径7.3cm。ロクロ回転は右回

転。色調は明檀色を呈し、胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。遺存度は� 1/2弱である。時期は平安時代� 

00世紀前葉)の所産であろう。� 
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第18図� I区出土の古墳 ・平安時代の遺物(1� /4) 
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第� 3節� H区から検出された遺構・遺物

(1)古墳・平安時代の遺構・遺物

1.住居跡� 

87号住居跡(第19図)


〔住居構造〕住居の東側は、撹乱によ り壊されている。(平面形)長方形。( 06mo
規模) 2.96x2. (壁

高)20-55cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝)北コ ナ 付近を除いて確認された。上幅� 

16-22cm. 6 -10cm・2-5 cmを測る o (床面)カマドの前面に硬化した面が確認された。(カマド)北

西壁のほぼ中央に位置する。主軸方位は� N-470 -w、長さ99crn・幅� 95cm・壁への掘り込み� 45cmを測る O

袖部はロ ムを残さず、黄褐色粘土により構築されていたと思われる。覆土は上層が粘土粒子・粘土ブ

ロックを多く、焼土粒子を含む暗黄褐色土、中層が粘土粒子 ・焼土粒子を含む暗茶褐色土、下層は焼土

粒子・粘土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。(柱穴)検出された柱穴は、後世のものと

思われる。(覆土)上層はロ ム粒子を多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土、下層は

焼土粒子・炭化物粒子を含む黒色土を基調とする O

[遺物]土器の小破片が数点出土したのみである。� 

[時期]出土遺物から、時期を特定するには困難であるが、住居規模やカマド構造からみて、平安時代

の所産のものである可能性があ る。� 

87号住居跡出土遺物(図版10-2)

土師器 ・須恵器の小破片が覆土中から出土しているが、図示できるものはなかった。遺物の時期につ

)、世紀代8が古墳~奈良時代 (7 1-3いては、� - 4が平安時代(9世紀後葉か)に比定される。� 

1は須恵器杯蓋形土器。 小破片のため、器種を特定するのは困難であるが、壷類などの底部である可

能性もある。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には白色粒子 ・砂粒を多く含む。� 

2は土師器室形土器。口縁部小破片で、色調は黄褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子・金雲母を含む。� 

/ 

10Jm 

E 

QI 

医言語 袖部粘土範囲�  

o 2m 1m .... 
第19図� 87号住居跡・カマド� 0/60・1/30)
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内外面横ナデが施される。 

3は土師器杯形土器。口縁部小破片で、色調は黄褐色を呈し、 胎土には砂粒 ・白色粒子を含む。内面

及び口縁部外面は横ナデ、体部外面は横方向にへラ削りが施さ れる。 

4は須恵器杯形土器。 口縁部小破片で、色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。 

2. 調査区出土の遺物(第 22図 2 ~ 6) 

須恵器杯身形土器(2 ) 

底部のみの破片で、平底を呈する底部には、 一文字状の線刻が施されている O 色調は暗灰褐色を呈し、

胎土には黒色粒子・白色砂粒 ・小石を含むO

土師器高杯形土器(  3 ) 

現器高 6.1cm。脚部破片で、裾部との境には稜をもつが、全体に 「ハ」の宇状を呈する。外面には赤

彩が施される。胎土の色調は暗赤褐色を基調とし、砂粒 ・小石を含む。 内面は脚柱部がへラナデ、裾部

が横ナデ、外面は縦方向のへラ磨き調整後、ナデが施される。

土師器聾形土器 (4) 

現器高8.0cm・推定口径19.0cm。口縁部は弓状に外反し、口唇部外面は丸 くめくれている O 色調は黄

褐色を呈し、胎士には茶褐色粒子 ・砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外

面はへラ削りが施される O

布目瓦(5 ) 

小破片である。色調は暗灰褐色を基調とし、胎土には白色砂粒を含む。

土製品(6) 

支脚である。現全長 10. 下底径4.7cm。全体に細身で、下底部がやや裾状に広がっている O2cm・ 表面

全体には指頭押捺によ る成形痕が観察される。内部中心は穿孔さ れており、穿孔径は O.8cmである O 色

調は暗樟色を基調とし、胎士には砂粒を多 く含む。僅かに上底部分を欠損するのみで、遺存度は 4/5強

である。 

( 2 )中・近世の遺構 ・遺物

1.溝跡 

14号溝跡 (第20図)

〔構造)ほぼ東西に走向していた溝の東側が直角に近い角度で北側に曲がり、 9m程先で、止まっている。

東西に走行する部分は、確認できた長さが約11m、上幅240~280cm ・下幅80~100cm ・確認面からの深

さ 84~124cm (標高9.8~8.6m ) を測る O 南北に走向する部分では、 上幅280~320cm ・下幅70~100cm • 

確認面からの深さ 115~133cm (標高8 . 7~8.2m ) を測る 。 断面は箱薬研形を呈する 。

[遺物]第24図 1 ~ 3の土器については、 10世紀後半から 11世紀前半にかけての酸化炎焼成の須恵器で

ある。安定した遺物としては、 16世紀後半から 17世紀前半に比定さ れる陶・磁器であろう O

[時期]中・近世。

[所見]柏城関連の遺構と考えられる。 

14号溝跡出土遺物(第24図、図版10-3・4、図版 11-1 ) 


須恵器杯 ・焼形土器 (第24図 1 ~ 3) 
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1は器高4.3cm・推定口径10.3cm・推定底径4.6cm。ロクロ回転は右回転。 底部は調整が加えられてい

るが、僅かに回転糸切り痕が残る。色調は淡い灰褐色~赤褐色を呈し、胎土には砂粒を多く 、茶褐色粒

子を含む。覆土中からの出土で、遺存度は1/2程である。� 

2は現器高3.2cm・推定口径11.0cm。 ロクロ回転は右回転。色調は明樟色を呈 し、胎土には茶褐色粒

子 ・金雲母・砂粒を含む。覆土中からの出土で、口縁部から体部下半にかけて1/2程遺存する。� 

3は刻書土器で、現器高2.5cm・底径7.0cm。高台付き境の底部破片。ロクロ回転は右回転。色調は明

樟色を呈 し、胎土には砂粒・茶褐色粒子を含む。内面底部には 「舌Jに類似する文字が刻書されている

が、書き順は 「口」に類似する文字が先で、 「千」に類似する文字が後であ る。覆土中からの出土で、

底部のみ4/5強遺存する O

素焼土器(第24図� 4 ~ 6) 

4は器高2.2cm・推定口径10.5cm・推定底径6.8cm。器形は底部から口縁部にかけて直線的に外傾する。

色調は淡黄褐色を呈 し、胎土には茶褐色粒子を含む。遺存度は1/4程である。� 

5は器高2.2cm・推定口径10.3cm・推定底径8.0cmo 4に比べ厚手で、 底部か ら口縁部にかけて内湾気

味である。色調は黄褐色を呈し、 胎土には砂粒を多 く、茶褐色粒子を含む。遺存度は1/5程である。� 

6は器高3.4cmo 底部から口縁部にかけて内湾気味に立ち上がる O 色調は淡黄褐色を呈し、茶褐色粒

子を含む。小破片である。

時期については、� 4が15世紀前半、� 5・6が15世紀中~後半であろう か。

間・磁器(第24図� 7、図版11-1 -1 ~10) 

第22図� 7は瀬戸・ 美濃系の志野菊皿であ るO 器高2.0cm・推定口径12.0cm・推定底径7.5cm。内外面に

貫入あり 。 遣存度は 1/3程である O 時期は 16世紀終末~ 1 7世紀初頭であ る 。

図版11-1 -1は瀬戸 ・美濃系の志野皿であ るO 口縁部小破片で、外面体部には� 2条の稜がまわる。外

面に僅かに貫入あり。時期は17世紀後半であ る。� 

2は肥前系の磁器碗の口縁部破片である。内外面に貫入あり。時期は17世紀中頃である。� 

3は瀬戸 ・美濃系の灰粕鉢の底部付近小破片である。内面には鉄絵が描かれているO 貫入あり。時期

は 16世紀末~17世紀初頭であろう O 

4は在地系陶器埋ね鉢である� 口唇部は平坦に面取りがされている。胎土には砂粒 ・白色小石を含む。O

時期は15世紀である O 

5・6は瀬戸 ・美濃系の播鉢である o 5は口縁部小破片で・内外面に飴紬がかけ られている。時期は17

世紀初頭である o 6は体部小破片で内外面に鉄柚がかけられているO 内面に櫛目痕あ り。時期は17世紀。� 

7は在地系陶器壷である� 口縁部が短 く直立するもので、胎土には黄褐色粒子 ・白色小石を含む。時O

期は15世紀である O 

8・9は同一個体と思われる常滑の大護の胴部破片である。胎土には白色小石を多 く含む。時期は中

世期の所産である。� 

10はほうろくの口縁部小破片である。色調は暗黄褐色を基調とし、胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。

時期は17世紀であろう� O

石製品(図版11・1-11 ~13) 

11~13は緑泥片岩製の板碑破片であ る o 11は三角形状に成形されているが、 基部の一部であろう� O

鉄製品(第24図� 8 ~10) 
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8は火打金である。長さ� 8.0CDl・幅3.1CDl・厚さ0.4CDl・重さ18.8g 0 火打ち部分はゆるい「く� J字状を

呈する。糸通しの穴は観察できなかっ た。覆土中か らの出土である O 

9は不明品。長さ� 8.8cDl・ 幅1.7CDl・厚さ 0.3CDl・重さ� 14.2 g 0 実測図の左側部分は欠損 しているが、 形

状は全体に一文字状を呈し、 断面は左端が幾分反っている� 覆土中からの出土であるO O 

10は鉄釘である。 長さ� 3.4CDl・ 厚さ� O.4CDl・重さ 2.9 g0 覆土中か らの出土である。� 

2. 井戸跡� 

13号井戸跡(第21図)

〔構造〕開口部は楕円形を呈しているが、上端は撹乱によ り壊されているため、直径120cDl程の円形で

あ っ たと思われる。断面は上部が漏斗状に聞き、 40CDl程下がった と こ ろか ら直径80~90CDlの規模でt ほぼ

垂直に垂下する。危険防止のため深さ220CDlで調査を断念した。

[遺物]出土しなかった。

[時期]中 ・近世と思われる O 

14号井戸跡(第21図)

〔構造〕開口部は楕円形を呈し、長径130cDl・短径110CDlを測 る。 断面は深さ約 120cDlの位置で直径 140~ 

150cDlと広 くなっている。危険防止のため、 深さ210cDlまでで調査を断念した。

[造物]ほうろ くl点と板碑� l点が出土した。

[時期]中 ・近世と思われる。� 

14号井戸跡出土遺物 (図版11-4 ) 


1は緑泥片岩製の板碑破片と思われる。割付線が残る。南北朝の所産であろう
 O 

2はほうろくの体部小破片である� 色調は内面が灰褐色、外面が暗茶褐色を呈し、胎士には砂粒を含O

む。時期は不明である O 

は
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13号 井 戸 跡 �  

14号井戸跡�  1m 

第21図� 13・14号井戸跡� 0/60) 
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第� 4節� E区か ら検出された遺構 ・造物

(1)古墳時代の遺構・遺物(第� 22図� 1・7)

須恵器杯身形土器(1)

口縁部から底部にかけての破片で、口径に比べ、器高が偏平な ものである� 口縁部は内傾し、口唇部O

は丸い。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には白色砂粒を含む。

土製品(7)

支脚である� 現全長� 10.0cm・最大径5.5clll 大部分が欠損するが、ほぼ円柱形を呈するものであろう。O o

色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。� 

(2 )中・近世の遺構・遺物 
  

15号溝跡(第23図)


0〔構造J N-70 -wの走向角度を もっO 確認で きた範囲では、全長約14m、 上幅54~128cm ・ 下幅10 

~32clll ・確認面か ら の深さ 15~44cmを測る o (覆土) 6層に分層され、 レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]向・磁器の破片 3点と溶解炉の炉壁と考えられる破片� 1点、鉄釘� 1点、が出土した。� 

[時期]中・近世。� 

[所見]柏城関連の遺構と考えられる。� 

15号溝跡出土遺物(図版11-2・3、第24図11)

図版11-2 -1は内耳鍋の口縁部から体部下半にかけての破片である.内面の口縁部直下には内耳が付

される� 時期は16世紀後半であろ う。� O

2は常滑製壷の底部破片であろ うか。 時期は� 15世紀であろ う� O 

3は瀬戸・美濃系の鉄粕徳利である� O 時期は� 16世紀代であろ う� O

図版11-3は溶解炉の炉壁の一部と思われる� O 厚さ約� 2cmで、全体に暗灰褐色を呈し、砂粒質の素材

である。内面には融i夜(ブラック ス) と思われる緑色を帯びたガラス質の ものが付着 している� これにO

類似するものは、本地点からすぐ近接した第� 35地点から検出さ れている� 第35地点からは、市内で初めO

そ三三� ~---Ji~2 
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~イC子ー

一一1--__ 1 ←ー←一一一工一一� 

1層表土。� 
2層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 

3層ロ ーム粒子・ロ ム小プロックを含む暗褐色土。� 

4層ローム粒子 ・小石を含む暗茶褐色土。

日層ロ ム粒子 ・小石を含む黒色土。� 

6層ロ ム粒子を含む黒褐色土。� 

7層ロ ム粒子 ・ローム小プロックを多く含む黒褐色土。

一一回

感応終

2m 

第23図� 15号溝跡� 0/60) 
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一一ご二� 7でミ了主主主グ

去三翠23U 3 
C二二二二三三 二== 8 ぅ♂±三三三三二三二ここ:=.� 9 o 10 O 

1 -10 14号潜跡出土遺物�  
11 

11 15号潜跡出土遺物�  

lDcm 

lDcm 

第24図� 14・15号溝跡出土造物� 0/4・1/3)

て、近世の鋳造関連の遺構である鋳造土坑� 030号土坑) ・溶解炉� 034号土坑)が発見されている。

第24図11は鉄釘であろうか。長さ� 6.3cm・厚さ0.8cm・重さ� 12.4g 0 両端ともに欠損している。

第 5節包含層出土遺物(第25，.....，33図)

ここでは、表士・包含層及び歴史時代の遺構か ら出土した縄文時代・弥生時代・古墳時代の遺物につ

いてふれる。

今回の調査では、表土掘削・遺構確認作業中に市域で初見である爪形文系と思われる土器片をはじめ

とする多時期にわたる縄文土器が出土 したため、遺物の分布状態を把握する必要か ら出土状況の図化を

試みた。 しかし、調査の進展に伴いこれらの遺物の大部分が中世以降の所産と思われる溝跡覆土中に含

まれていることが判明し、 当初の意図を果たすことができ なかった。

(1)縄文時代の遺物(第25~30図 176、第3 1 ~33図)

第� 1類草創期の土器(第25図� 1) 

爪形文系土器。

底部に近い破片であろうか。器厚は8mm前後と比較的厚い。爪形文は人体爪によるものと思われる O

右から左方向に刺突されていて密集するが、縦位に列をなしているとみられなくもない。色調は灰褐色� 

(7.5YR4/2)で、胎土には細砂を多く含む。

第� 2類早期前半の土器(第25図� 2 ~ 4) 

撚糸文系土器。� 

2はU唇部が丸頭状を呈する。� Lの撚糸文が縦位に施される。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)で、胎土� 
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には輝石を僅かに含む。 3はLの撚糸文が斜位に施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。

胎土には細砂を僅かに含む。 4はRLの単節斜縄文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、

胎土には輝石がめだっ。

第 3類早期後半の土器  (第25図 5 ~1 1) 


条痕文系土器。
 

1種鵜ガ島台式土器(5 ) 

内外面に条痕文が施される。細沈線による幾何学的な区画が設けられ、太沈線が充填される。区画文の

交点には円形竹管文が配される。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈し、胎土には繊維を僅かに含む。 

2種隆帯が貼付された土器(6 ) 

条痕文上に刻みが加えられた隆帯が横位に貼付される。色調はにぷい褐色 (5YR5/3)を呈する O 胎土

には細離を多く 、繊維を僅かに含む。 

3種 口唇部に刻みが加えられた土器 (7)

内外面に横位の条痕文が施され、口唇端部には丸棒状の施文具の押捺によ る刻みが加えられる。色調

はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。胎土には繊維を僅かに含む。 

4種条痕文のみが施された土器(8 ~1 1) 

8・9は内外面に斜位の条痕文が施される。 8の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には繊維・

粗砂 ・白色粒子を多く含む。 9の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には繊維を僅かに含む。 10

は内外面に斜位の条痕文を残すが、外面は擦痕状を呈する。色調は褐灰色(1 0YR4/1)で、胎土には

繊維を僅かに含むが精選されている o 11は内外面と もよく磨かれているが条痕文を残す。色調はにぶい

褐色 (7.5YR5/3)で、胎士には繊維を僅かに含む。

第 4 類前期前半の土器(第25図 12~31 、 第26図32~36)

羽状縄文系土器。胎士には繊維が多 く含ま れる。 

l種花積下層式土器(1 2)

口縁部が外側に肥厚し稜をもち、刻みが加え られる。口縁部下には刻みが付加された隆帯が巡り、同様

の隆帯が口縁部との聞に斜位に貼付されているよ うである。色調はにぶい黄褐色C1 0YR5/4)を呈する。 

2 種 関山式土器C13~ 1 5 ・ 18~ 20 ・ 23) 

13~ 15 ・ 23は平行沈線聞に刻みを加えた梯子状沈線文により文様が構成さ れた土器。 

13は口唇部下に 2条、胴部上位に l条の梯子状沈線文を巡らせて区画し、 口縁部文様帯を形成する O

区画内には梯子状沈線文による同心円文 (渦巻文)などが描かれ、癌状貼付文 ・沈線によ る円文が加え

られる。 沈線は幅のあるへラ状の施文具を用いたために帯状を呈し、刻み部分は浮き彫り状になる。色

調はにぶい黄褐色C1 0YR5/4)である o 14は半載竹管によ る平行沈線聞に連続 した刻みを加えた梯子

状沈線文を巡らせて区画する。 区画上部は斜位の梯子状沈線文が施され、 癌状貼付文が貼付される。区

画下部は jレープ付きの単節 LRの斜縄文が施される O 色調は灰黄褐色(10YR4/2)を呈する。 15・23

は棒状施文具で描かれた平行沈線聞を短沈線で区切り梯子状にしたもの。 15は鋸歯状・横走する梯子状

沈線文が施される。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する。 23も15と相似た文様構成になろうか。色調

は褐灰色 (7.5YR4/1)を呈する。 

E-u 



18は屈曲部の平行沈線聞に半載竹管の押捺を加えた文様が施される。 ドイ立は RLの単節斜縄文になる。

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)で、胎土には細磯がめだっO 

19は 3条の沈線が弧状に施され、円形竹管文で加飾された痛状貼付文が貼付される。色調は灰黄褐色 

(10YR5/2)を呈する。 

20は LRの単節斜縄文を地文とし、半載竹管による平行沈線をやや斜位に多段に施す。不明瞭である

が縦位にも沈線がみられ、文様が格子日状になる可能性があるO 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈

する O 

3種黒浜式土器(16・17・21・22・24・25) 

16・17は半載竹管の押 し引きによる側線のある連続爪形文が施された土器。 

16は口縁部に 2段施される。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。 17は横位・斜位に施さ れ

る。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する。 

21・24・25は連続刺突文が施された土器。 

21は半戴竹管を連続刺突して文様を描く。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する。24は口縁部に沈線

を巡らせ、 連続刺突文を横位・ 鋸歯状に施す。 口唇端部には刻みが加えられる O 色調は褐色 (7.5YR4/ 

6)で、胎土には細離がめだっ。25は先端が平坦な施文具による連続刺突文が横位に 2条、斜位に l条

施される。色調は褐灰色	 (7.5YR4/1)を呈する。 

22は半載竹管による波状文が多段に施される O 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。 

4 種 縄文が施さ れた土器 (26~36) 

26は波状口縁の土器。ループ付きRLの単節縄文を用いて文様効果をあげている O 波底部に沿った口

文を鋸歯状に施すため縄文フ。区画内にはルーO縁部と胴部上位にループ文を多段に巡らせて区画を作る 

は羽状を呈する O 色調は褐灰色 (7.5YR4/1)からにぶい褐色 (7.5YR4/2)。 

27・28は口唇部上に山形の小突起が複数付けられる o28はループ付きRLの単節斜縄文が施される。

色調は灰褐色 (7/5YR4/2)0 28はLRの単節斜縄文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)。 

29はLRの単節斜縄文が施される O 色調は褐色 (7.5YR4/3)を呈する。 

30・31はRLの単節斜縄文が施される。色調は 30が灰褐色 (5YR5/2)、31がにぷい黄櫨色(10YR6/ 

4)を呈する。 

32・34はL、33はRの無節斜縄文が施さ れる。色調は32が灰褐色(10YR4/2)、33が赤褐色 (5YR4/ 

8)、34が灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。 

35・36は底部破片。 35はLRの単節斜縄文が施される。色調はにぷい檀色 (7.5YR6/4)o36は上げ底

状を呈する。 RLの単節斜縄文が施される。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)。

これらの土器は関山式・黒浜式に該当する が、 26~28は関山式であ る。

第 5 類前期後半の土器(第26図37~76、第27図77~79)

竹管文系土器。終末期の土器を含む。 

1 種諸磯 a 式土器 (37~48) 

37~44は半載竹管の押し引 き に よる幅狭の連続爪形文が施された土器。 

37は多段に連続爪形文が施されるが、拓影図左下端に縦位の施文が僅かにみられる O 色調はにぶい褐

色 (7.5YR5/3)で、胎土には細礁を僅かに含む。 
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38はま ばらな刻みが加えられた隆帯が貼付される。隆帯は拓影図左端で広がっていることが観察でき

るO この部分に突起などが付いた可能性がある。隆帯の上・下位には連続爪形文が多段に施される。色

調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土に は粗砂 ・輝石を含む。 

39は口縁部に隆帯が巡る O 口唇部と隆帯の聞には 2段の連続爪形文が施される。隆帯下位には幅狭の

平行沈線文が巡り、 以下、沈線による木葉文と思われる文様が描かれる。色調は褐灰色(10YR4/1)

で、胎土には輝石を僅かに含む。 

40は口縁部に連続爪形文が巡り 、以下、平行沈線文がみられる。色調は灰褐色 (5YR4/2)で、胎土

には細離を多く含む。 

41は口縁部に連続爪形文が巡り、幅狭な平行沈線により木葉文が描かれる。 色調はにぶい褐色 (7.5 

YR5/3)で、胎土には粗砂を僅かに含む。 

42は連続爪形文により変形木葉文が描かれ、円形竹管文が付加される。色調は灰褐色 (5YR4/2)で¥

胎士には組砂を僅かに含むが精選されている。 

43はRLの単節斜縄文を地文とする。連続爪形文を巡らせ、縦列に円形竹管文を施す。色調は灰褐色 

(5YR4/2)で、胎土には細砂を僅かに含む。 

44は連続爪形文で肋骨文が描かれるが、隣接して平行沈線文がみられる。色調はにぶい赤褐色 (5Y 

R5/4)で、胎土に は細砂を僅かに含む。 

45・46は幅狭の平行沈線が施された土器。 

45はRLの単節斜縄文を地文と し、縦列の円形竹管文を中心にして肋骨文が施される。色調は灰褐色 

(7.5YR4/2)で、 胎土には細離を僅かに含む。 46は波状口縁の土器。木葉文が描かれる。色調は灰褐色 

(7.5YR5/2)で、胎土には細砂を含む。 

47・48は条線と円形竹管文が縦列に施された土器。 

47は波状口縁の土器。色調は灰褐色 (7/5YR5/2)で、胎土には粗砂を僅かに含む。48は条線が肋骨

文状に施文さ れ、中心には円形竹管文が配される。色調はにぷい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細砂

を僅かに含む。 

2 種諸磯 b 式土器 (49~67) 

49~59は沈線により文様が描かれた土器。 

49・50は単節斜縄文を地文とし、半裁竹管による平行沈線で区画が作られ、弧線文が充填された土器。 

49の縄文は RL。区画は三角形状になろうか。色調は褐灰色 (7.5YR4/l)o 50の縄文は LR。多段に巡

らせた平行沈線で区画を作る。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)。胎土には共にチ ャートなどの細離を

多く含む。 

51はLRの単節斜縄文を地文とする。横位・斜位の集合する沈線が施される。斜位のものは弧状にな

ろうか。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細離を含む。 

52・53は半蔵竹管による平行沈線を横位 ・斜位に多段に用いて三角形の区画を作る。 52は区画内に弧

線文が充填されょ うか。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎士には細砂を僅かに含む。 53は区画内

に縦位の平行沈線文を加える。色調は赤褐色 (2.5YR4/1)で、胎土にはチャートなどの細礁を多く 含

み、輝石もめだっ。 

54は半裁竹管による平行沈線を弧状に施 した土器。色調はにぶい灰褐色 (5YR5/3)で、胎土には細

傑を僅かに含む。
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55~57 ・ 59は半載竹管に よ る平行沈線を多段に施した土器。 55は直立ぎみの口縁部破片。色調はにぶ

い赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細砂を含む。56の色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には輝石がめ

だっ o 57の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細礁と輝石を僅かに含む。59は胴部が屈曲する

土器。平行沈線が密に施される。 色調はにぶい褐色 (7/5YR5/3)で、胎土には細磯 ・輝石を僅かに含む。 

58はLRの単節斜縄文を地文とし、半載竹管による平行沈線が横位にまばらに施される O 色調は褐灰

色 (7.5YR5/1)で、胎土にはチャートなどの細離を多く含む。 

60~63は半蔵竹管の押し引きに よ る幅広の連続爪形文が施された土器。 

60の斜位の連続爪形文は iXJ字状になろうか。色調は灰褐色 (5YR4/2)で、胎土には祖砂を含む。 

61はLRの単節斜縄文を地文と し、 連続爪形文を弧状に施した土器。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、

胎土には粗砂を含む。 

62は連続爪形文が多段に施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細砂が僅かに含ま

れる。 

63はLRの単節斜縄文を地文とし、連続爪形文を横位に施すが、部分的に平行沈線文に変化する。色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には組砂を多く含み、輝石 ・白色粒子がみられる。 

64~67は浮線文が貼付さ れた土器。 

64・65はRLの単節斜縄文を地文とし、 刻みが加えられた浮線文が横位に貼付される。64の色調は灰

褐色 (5YR4/2)で、胎土には細離を含む。65の色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には砂離を僅か

に含む。 

66はRLの単節斜縄文を地文とするO 刻みのある浮線文によ り菱形状の区画が作られ、区画内には横

位の浮線文・円形竹管文が充填さ れる。色調はにぶい褐色 (5YR5/3)で、胎土には粗砂を僅かに含む。 

67はRLの単節斜縄文を地文とするO 加飾のない浮線文は入組文状に貼付されょうか。色調は灰褐色 

(7.5YR4/2)で、胎土には雲母細片がめだっ O 

3 種諸磯 C 式土器 (68~77) 

68~72は結節浮線文が貼付された土器。 

68は僅かに内湾する口縁部破片。地文の条線は口唇部下で横位、それ以下は鋸歯状に施される。結節

浮線文は地文の方向に符合するかのように口唇部下で横位、それ以下は鋸歯状に貼付される O 色調は灰

褐色 (7.5YR4/2)で、胎士には細砂と輝石を僅かに含む。 

69は直立する口縁部破片。地文は半蔵竹管による平行沈線で、乱雑に施される。結節浮線文は口唇部

下に 2条、それ以下は複数列を斜位に貼付 して区画を作るO 区画内には粒状の貼付文が付けられる。色

調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細砂を僅かに含む。 

70は同心円状及び横位の結節浮線文が貼付される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、 胎土には細砂を

僅かに含む。 

71は条線を地文とする O 口唇部下に結節浮線文を巡らせ、縦位の短い浮線文を貼付する。色調は灰黄

色(10YR5/2)で、胎土には細砂を僅かに含む。 

72は条線を地文とし、縦位の結節浮線文が貼付さ れる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土に

は細砂を僅かに含む。 

73は口縁部が内屈する土器。地文の半載竹管による集合沈線は口縁部では矢羽根状に、それ以下は横

位に施される O 口縁部には縦長の貼付文が 2列、円形の貼付文が 1列巡る。色調はにぶい褐色 (7.5YR 
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5/3)で、胎土には細離を僅かに含む。 

74~77 は集合沈線 ・ 条線が施さ れた土器。 

74は口唇端部に短い結節浮線文が貼付される。 条線は鋸歯状に施される。色調はにぶい赤褐色 (2.5 

YR5/3)で、胎士には細礁を僅かに含む。 

75~77は集合沈線 ・ 条線が施さ れ、 2 個一対の粒状貼付文が付けられる o 75は半蔵竹管による集合沈

線が縦位 ・格子目状に施される O 色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には粗砂を多く含み、輝石がめ

だっ。 76は半載竹管による集合沈線が縦位 ・斜位に施される O 色調は灰褐色 (5YR4/2)で、胎土には

粗砂・輝石を多く含む。 77は条線を縦位・ 斜位に施す。 色調は灰褐色で、胎士には細砂を含む。 

4種十三菩提式土器 (78・79) 

78は半載竹管による集合沈線を巡らせて横帯区画を作成する。区画内には集合沈線が鋸歯状に施され、

それに合わせて大ぷりの三角印刻文が多段に配される O 色調は明褐色 (7.5YR5/6)で、胎土には細醸

を多く含む。 

79は半載竹管による平行沈線文を渦巻状に密に施し、沈線開に刻みを加える。拓影図上端は無文とな

りくぼむ。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母細片を多く含む。

第 6類 中期前半の土器(第27図80~109)

五領ヶ台式・阿玉台式・勝坂式土器。 

1種 五領ヶ台式及びそれに後続すると思われる土器 (80~95 ・ 102) 

80は口縁部に粘土帯を貼付し複合口縁状に し、下端には三角形の刻みを加える。粘土帯には半載竹管

によ る平行沈線を縦位に等間隔に施す。五Ijみが加えられた隆帯が垂下し、沈線によ る文様が描出される。

色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土には細砂を含む。 

81は僅かに肥厚した口唇部に刻みが加えられる。器面には横位 ・縦位の条線状の集合沈線が施される。

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には粗砂と白色粒子を僅かに含む。 

82は口唇部に刻みが加えられる。帯状の低い隆帯が巡り、口縁部に 1条、 隆帯を挟んで 2条の角押文

が施さ れる。口縁部の 2条の角押文聞には部分的に交互刺突による鋸歯状文がみられる。地文は LRの

単節斜縄文で隆帯上にも施文されている。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎士には細砂と 白色粒子を

多く含む。 

83は波状口縁の土器。細い隆帯を巡 らせて口縁部文様帯を画する。文様は角押文によって描出され、

波頂部では渦巻文から派生 して口縁部に沿って弧状に、霊長部では水平に多条に巡る。色調は灰褐色 (7.5 

YR5/2)で、胎土には細砂と白色粒子を多く含む。 

84は横位に隆帯が貼付される。 半載竹管による平行沈線で弧状区画が作られ、細めの半載竹管による

斜位の集合沈線が充填される。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土には雲母細片を多く含む。 

85は半載竹管による横位の集合沈線に縦位の集合細沈線を重ねて格子目状の帯状文を形成する。帯状

文に沿って三角印刻文が巡らされ、空白部には棒状施文具による刺突文が施される。色調は灰褐色 (7.5 

YR5/2)で、胎土には雲母細片を含む。 

86は半載竹管による平行沈線を多段に巡 らせ、同ーの施文具により縦位に集合沈線を施す。沈線問に

は刻みが加えられる。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母細片を多く含む。 

87は僅かに外半する口唇部に刻みが加えられる。横位・縦位の平行沈線で区画が作られ、角押文によ 

57~ 



り三角形文・弧線文が施される。三角形文内には三角印刻文が充填される。色調は褐灰色 (5YR4/1)

で、胎土には雲母細片と風化花闘岩と思われる細離が含まれる。 

88は半載竹管文による平行沈線を縦位 ・弧状に施して帯状に画し、 集合沈線を充填する。拓影図左上

端には三角形状の印刻がみられる。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)で、胎土には雲母細片を含む。 

89は半載竹管文によ る平行沈線を直・弧状に組み合わせて区画を作り、集合沈線を充填する。 色調は

灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎士には雲母細片を含む。 

90は口唇端部に刻みが加え られる。平行沈線を横位 ・縦位に施して縦長の区画を作り、沈線に沿って

竹管を寝かせて行った刺突文が施される O 縦位の沈線聞には交互刺突による鋸歯状文がみられる。色調

は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には細砂を含む。 

91は頭部がくびれる土器。口縁部の角押文と頚部の沈線により口縁部文様帯を画する O 文様帯内には

沈線による連結する rYJ字状文が施される。色調はにぶい赤褐色 - (5YR5/3)で、胎土には細砂を僅

かに含む。 

92の文様は、沈線による 「円」字状文とその両下端から派生した二重の弧線文か らなる。 連結部の空

白部分には三角印刻文が充填される。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母片を多く含む。 

93は口縁部が粘土帯の貼付により複合口縁状を呈する。太さが違う撚紐を撚った RLの単節斜縄文が

施される。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には細砂を含む。 

94・95は結節文が施された土器。 94は縦位に施されるが、 器面が荒れているため詳細は不明。色調は

にぶい褐色 (7.5YR4/2)で、胎士には風化花岡岩と思われる組砂を多く含む。 95は iZJ字状の結節

文が横位に施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土には細砂を含む。 

102は隆帯が垂下 し、その両脇に沈線が加えられた土器。 RLの単節斜縄文が施されるが、隆帯上に

も及ぶ。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母片と風化花園岩と思われる細礁を多 く含む。 

2種阿玉台式 ・ 1各沢式土器 (96-101) 

96は頭部がくびれ胴部が脹 らむ聾状の器形になろうか。肩部には短い粘土紐をつまんで貼付した小突

起がみられる。やや幅広の角押文が弧状に施される。 色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には雲母片

を多く含む。 

97は帯状の隆帯が巡り、 上位には波状沈線文と結節沈線文を併用 した楕円形の区画が、下位には連続

指頭圧痕文が巡る。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母細片と風化花開岩と思われる細礁を

多く含む。 

98は押し引 きによる 2条の結節沈線文と円形竹管文列が縦位に施される O 拓影図上端には弧状に施文

された結節沈線文がみえ る O 色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には雲母細片と風化花岡岩と思われ

る細礁を多 く含む。 

99は隆帯と 3条の沈線が巡る o R Lの単節斜縄文が施さ れる O 色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、

胎土には雲母片を多く含む。 

100は頚部が くびれ、口縁部が内湾する土器。口唇部下には 1条の沈線が巡る O 色調は灰褐色 (7.5Y 

R4/2)で、 胎土には雲母細片を多く含む。 

101は断面三角形の隆帯が垂下する。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には風化花岡岩と思われる

細離を多く含む。 

3種 勝 坂式土器(1 03-108) 
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103は波状口縁の可能性がある O 口唇端部に刻みが加えられる。貼付されている隆帯は弧状になろう

か。口唇部下と隆帯に沿った部分に半載竹管文の押し引きによ る連続爪形文が施される。色調はにぶい

褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には粗砂・雲母細片 ・白色粒子を含む。 

104は波状口縁の土器で、肥厚する 口唇端部には刻みが加えられる O 口唇部に沿って半載竹管の押し

引きによる連続爪形文が巡る。色調は褐灰色  (10YR4/1)で、胎士には細砂を多く含む。 

105は蛇腹状に凹凸のある器面に、隆帯による長楕円形の区画が作られる。隆帯上には部分的に RL

の単節斜縄文が施される。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には細砂を含む。 

106は口縁内部が肥厚する土器。 平行に沈線が垂下する O 拓影図右側には多段の刻みがみられる。色

調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細砂を多く含む。 

107は弧状の隆帯と縦位の沈線が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土には細砂を含む。 

108は平行する沈線で円文が施される。沈線聞には刻みが加えられる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)

で、胎土には雲母細片を含む。 

4種 馬高式系と思われる土器 (109)

長くヲ |いた押引文列を垂下させ、縦長の区画を作る。区画内には角張った渦巻文が多段に施される。

色調は褐灰色(1 0YR4/1)で、胎士には細砂を含む。

第 7 類 中期後半の土器 (第27図 1 1O~1 15、第28図116~140)

加曾利 E式土器。曾利式系 ・連弧文系土器を含む。 

1種 加曾利 E 1 式土器 (110 ~11 9) 

110~113 ・ 11 9は口頭部破片。 110 ・ 11 1 は隆帯による渦巻文と区画が作られ、区画内には縦位の沈線

がみられる o 110の色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には粗砂を僅かに含む。 111は頚部に僅かで、は

あるが単節斜縄文がみられる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、 胎土には粗砂を多 く含み輝石もみ

られる。 112はLの撚糸文が縦位に施され、隆帯による楕円形の区画が作られる。頭部は無文帯になる。

色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には細砂を含む。 113は 2本の隆帯により頭部と胴部を区画す

る。頚部は無文帯になる。胴部は RLの単節斜縄文を地文とし、隆帯による蛇行する懸垂文が貼付され

る。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細離を多く含む。 119は隆帯によ り楕円形の区画が作られ

る。区画内には Lの撚糸文がみられる O 色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細砂を多く含む。 

114~118は胴部破片。 114 ・ 11 5 は RL の単節斜縄文を地文とする 。 114は隆帯による蛇行する懸垂文

が貼付される。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には細離を多く含み輝石もみられる。 115は沈線に

より渦巻文、蛇行・平行する懸垂文が施される。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には細砂を多く

含む。 116~118は L の撚糸文を地文とす る o 116は隆帯による蛇行・ rHJ字状の懸垂文が貼付される。

色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には粗砂を多く含む。 117・118は平行する隆帯が垂下する。 117の

色調はにぶい褐色 (5YR5/4)で、胎土には細礁を僅かに含む。 118の色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で¥

胎土には細砂を多く含む。 

2種加曾手IJE II 式(1 20~122 ・ 124) 

120・121は縄文を地文とする。 120は胴部上位の破片。 2条の凹線が巡り、以下、 RLの単節斜縄文

が施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細砂を含む。 121は拓影図では不明瞭であ

るが、 RLRの複節斜縄文を地文とし磨消懸垂文が施される。色調は明赤褐色 (2.5YR5/6)で、胎土 
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には細砂を含む。 

122・124は条線を地文とする o 122は凹線によ る区画と懸垂文がみられる 色調はにぶい褐色 (7.5YO

R5/3)で、胎土には細砂を僅かに含む。124は磨消懸垂文が施される。色調はにぶい黄燈色(10YR6/3)

で、 胎士には細砂を含む。 

3 種 連弧文系土器 025~129) 

125は口縁部破片。 RLの単節斜縄文を地文とする。口縁部に 2条の沈線が巡り、 3本 1組の沈線で

連弧文が描かれる O 色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には粗砂を多く含む。 

126~129は条線を地文 と す る。 1 26 ・ 127 は 口縁部に円形刺突文列が 2 列巡る土器。 126 は 2 条の沈線

聞に円形刺突文列が配される。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には細砂を僅かに含む。127の色調

はにぷい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土には細砂を多く含む。 128は凹線を巡 らせて口縁部に広い無文帯

を作るO 色調は褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細磯を僅かに含む。 129の色調はにぷい褐色 (7.5YR5/ 

3)で、胎土には細砂を含む。 

4種曾利式系土器 023・130) 

123は半載竹管による集合沈線を地文とする。半載竹管の押引文と蛇行隆帯が垂下する O 色調はにぷ

い樟色 (7.5YR6/4)で、胎土には組砂を多く含む。 

130は口縁部に 2条の沈線を巡らせ、平行沈線を垂下させて縦位に区画するO 区画内には横位に弧線

文・ 平行線文を充填して肋骨文状にするO 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎士には細砂を僅かに

含む。 

5種 加曾末IjE III式土器 031~136) 

131~133は沈線により inJ 字状文が施される o 131は口縁部に 1条の沈線が巡る o L Rの単節斜縄

文を地文とするが、部分的に羽状になる。「門」字状文内は磨り消される。色調は灰褐色 (7.5YR5/2)

で、胎士には細砂を僅かに含む。132はRLの単節斜縄文を地文とするO 色調はにぶい赤褐色 (5YR5/ 

4)で、胎士には佃離を僅かに含む。 133は波状口縁の土器。 LRの単節斜縄文を地文とするが部分的に

羽状になる。文様内は磨り消される 色調は灰褐色 (5YR5/2)で、 胎土には細砂を僅かに含む。O

134・135は磨消縄文の土器。 134の地文は LRの単節斜縄文。色調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土に

は細砂を僅かに含むが精選されている o 135の地文は RLの単節斜縄文であるが、 部分的に羽状になる。

色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には細砂を含む。 

136はLの無節斜縄文を地文とするが、口唇部直下とそれ以下は施文方向を変えて羽状にする。回線

により「門」字状文が施される O 拓影図右端は磨り消されている。色調はぶい黄褐色(10YR5/3)で、

胎土には細砂を僅かに含む。 

6 種加曾不IjEN式土器 037~ 140) 

137・138は口縁部の無文帯下に僅かな膨らみをもち、以下、縄文が施される。 137は膨らみ部分が一部

突出する o L Rの単節斜縄文が羽状に施される。色調はにぷい樺色 (7.5YR6/4)で、胎土には細砂を含

む。138はLRの単節斜縄文が施される。色調は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細離を僅かに含む。 

139は微隆帯によ り口縁部無文帯と縄文施文部を画する。 Lの無節斜縄文が施される。色調はにぶい

赤褐色 (5YR5/3)で、胎土には細砂を僅かに含むが精選されている。 

140は LRの単節斜縄文を地文とする。微降帯により弧状の区画を作り、磨り消される。色調はにぷ

い黄櫨色(10YR6/3)で、胎土には細離を僅かに含む。 
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第 8 類後期前半の土器(第29図 1 41~16 1) 

l種称名寺 式土器 041~144) 

141~143 は LRの単節斜縄文を地文とす る。 弧状の沈線で区画を作り、区画外は磨り消される。 141

の色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には細砂を僅かに含む。 142の色調は褐灰色  (7.5YR4/1)

で、胎土には細砂・ 輝石を僅かに含む。 143の色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には粗砂を僅かに含

む。これらの土器の胎土は、いずれも精選されている。 

144は沈線による区画内に刺突が加えられる O 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)で、胎土には細砂を含

む。 

2 種堀之内 l 式土器 045~158) 

145・146は波状口縁の土器。波頂部には円孔が穿たれ、横に円形の刺突文がみられる。 145は波頂端

部が窪み、刺突が加えられる O 口縁部には沈線が巡らさ れ、波頂部から 4条の沈線が垂下する。色調は

灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には細砂を含む。 146は口縁部がくほむ。 頚部は無文帯にな る。色調はに

ぷい赤褐色 (5YR5/4)で、胎土には細離を僅かに含む。 

147は波状口縁になろう。 LRの単節斜縄文を地文とする。口縁部には凹線が巡り、沈線により幾何

学的な文様が描かれる O 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細砂 ・白色粒子を多 く含む。 

148・149は口縁部に回線・沈線が巡り、垂下する沈線と inJ字状文が施さ れる o 148の色調はにぶ

い赤褐色 (5YR5/4)で、胎士には組砂を多 く含む。 149の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/2)で、胎士に

は細砂を含む。 

150・151は平縁の土器で、口縁部に凹線が巡り、沈線による直線文と弧線文が組み合わされる。 150

は薄手の土器で、多条の沈線をやや斜位に垂下させ、そこから弧線文を接続させて描 く。色調は灰褐色 

(7.5YR5/2)で、胎土には細砂を含む。 151は縄文を地文にしているが、器面が荒れているため詳細は

不明。「ノ」字状の沈線文と斜位の平行沈線文が施される。内面口唇部下は凹線状にくほ、む。色調は灰

褐色 (7.5YR4/2)で、胎士には粗砂・輝石を多く含む。 

152は口縁部の凹線が途切れている。 胴部には細沈線で同心円状の文様が描かれる。色調は褐灰色 (5 

YR4/1)で、胎土には細礁を僅かに含む。 

153は粘土紐をねじ って螺旋状にした突起を もっ平縁の土器。突起下には沈線による半円文と円形の

刺突が加えられた貼付文が付けられる O 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細砂を含む。 

154・155は磨消縄文の土器。 154は平縁の土器で、 LRの単節斜縄文を地文とする O 口縁部に沈線を

巡らせ、 3条の波状沈線文を施す。以下、横位の沈線がみられる。色調は灰褐色 (5YR5/2)で、胎土

には細砂を含む。 155はLRの単節斜縄文を地文とする。多条の弧線文は入り組み状になろうか。色調

は褐灰色 (7.5YR4/1)で、胎土には細砂を含む。 

156は多条の沈線を直線状・弧線状に組み合わせた土器。直線と弧線の接する部分には刺突文がみ ら

れる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/1)で、胎士には粗砂を多 く含む。 

157は直沈線が乱雑に施された土器。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/3)から灰褐色 (7.5YR5/2)で、

胎士には粗砂を多く含む。 

158は多条の沈線による三角形文・弧線文が施される土器。地文は LRの単節斜縄文で、磨り消され

ている O 色調はにぶい樺色 (7.5YR6/4)で、胎土には細砂が含まれるが、精選されている。 

3 種堀之内 2 式土器 059~161) 
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159は薄手の口縁部破片で、刻みが加え られた細隆帯が巡るO 横位の平行沈線聞にはLRの単節斜縄

文が充填される。内面口唇部下は凹線状に僅かにくぼむ。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)で、胎土には細

砂を多く含み、輝石もめだっ。� 

160・161は薄手の土器で、弧線で文様を描き� RLの単節縄文が磨り消されるo160は弧線が巴状にな

る。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)o161は� rSJ字状の磨消文様になろうか。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)。

共に胎土には細砂を僅かに含むが、精選されていて織密である。

第 9 類 後期後半の土器(第29図 1 62~169 ) 

1 種加曾利 B 式土器 (1 62~168)

粗製土器である。� 

162・163は紐線文土器。押捺が加えられた隆帯が口唇部と一体化 して貼付されるo162はやや斜位に

条線が施される� 内面口唇部下は凹線状に僅かにくぼむ。色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には細O

砂 ・白色粒子を含む。� 163はLRの単節斜縄文が施される� 色調はにぶい黄褐色� (10YR5/3)で、胎土O

には細砂を僅かに含む。� 

164~168は格子目文が施された土器。 164 は細沈線を口縁部から やや斜位に多段に施し、 以下、格子

目文になる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)で、胎土には細醗・ 白色粒子を含む。165は細沈線が格子

目状に施される� 色調は灰褐色� (7.5YR5/2)で、胎土には細砂を僅かに含む。� 166は格子日文上に� 3条O

の太沈線が巡る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)で、胎士には粗砂を僅かに含む。� 167は器面に指頭に

よると思われる横位の強いナデ整形痕を残し凹凸がめだっ。 色調は褐灰色� (7.5YR4/1)で、胎土には

細砂を多く含む。� 168は乱雑に格子目文が施される。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)で、胎士には細砂・ 白

色粒子を多く含む。� 

2種曽谷式土器(169) 
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胴部中位が くびれ腰が張る瓢形の器形が考えられる。上半は LRの単節斜縄文が施され、弧線は入り

組み状になろうか。下半は無文にな る。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には組砂 ・細離を含む。

第10類土製品(第29図170~175、第30図 176) 

170-174は土器片錘。 170・171・173・174は無文の土器片を利用。 170は4.5 x 4.2cmのほぼ正方形を

呈する。重さは 18.4g。色調はにぶい褐色(10YR6/3)で、胎土には細砂を僅かに含む。 171は4.8x3.8 

cm、重さ 16.8go短軸に刻みが加えられる。色調はにぶい赤褐色  (5YR5/3)で、胎土には細砂を僅か

に含む。 173は4.2x2.7cm、重さ 11.5go短軸に刻みを加える O 色調は灰褐色 (7.5YR4/2)で、胎土には

粗砂を含む。 174は9.6x 5.2cm、重さ 55.7g。長軸に刻みを加える。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)で、

胎士には雲母細片を僅かに含む。 

172は不鮮明であ るが単節の縄文が施されている。 3.3x2.7cm、重さ 11.1g。亥Ijみは長軸に加えられる。

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)で、胎土には細砂を僅かに含む。 

175は土製円盤。径  3.4cm、重さ 9.5g。無文の土器片を利用して、円形に整えてい る。色調は灰褐色 

(7.5YR/2)で、胎土には祖砂を含む。 

176は器台形土器か。推定径 5.2cm。周縁は縁取りされるように高くなる。上面は丁寧に磨かれている。

脚台部は五徳状になろうか。色調は褐灰色 (10YR5/1)で、胎土には細砂を僅かに含む。

以上の遺物は、縄文時代中期の所産とみて大過ない ものと思われる。

第 11類石器(第31~33図) 

1-2は石鋭、 3-11は打製石斧、 12は削器、 13はスタンプ石器、 14は醗器、 15-19は石皿、 20は石

核である (第 5表参照)。 

( 2 )弥生時代の遺物(第30図 177~ 182 )

後期後半の土器である O 

177-179は壷形土器の肩部破片。 177は 2条の結節文で体部と区画し、 RLの単節斜縄文が施される .

体部は赤彩さ れる。 色調はにぶい黄褐色(1 0YR6/3)で、胎土には細砂を僅かに含む。 178は 3条の結

節文で体部と区画し、結束の羽状縄文を施す。体部は赤彩される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/2)で¥

胎土には粗砂と赤色粒子を含む。 179はLRの単節縄文を羽状に施す。色調はにぶい黄櫨色(1 0YR7/3)

で、胎土には細砂を僅かに含む。 

180-182は護形土器の体部破片。 180は斜位にハケ目痕を残す。色調は褐灰色 (5YR4/1)で、胎土

には組砂を含む。 181・182は内外面ハケ目痕を残す。 181の色調はにぶい樫色 (7.5YR6/4)で、胎土に

は細砂を含む。 182の色調は灰褐色 (7.5YR5/2)で、胎土には粗砂を僅かに含む。 

( 3 )古墳時代の遺物(第 30図183・184)

後期の須恵器聾形土器である。 

183は平行叩き目痕を残す。 色調は灰黄色(10YR6/2)で、胎土には粗砂を僅かに含む。 

184は外面に縄目叩き目痕、 内面には青海波当て板痕を残す。色調は褐灰色 (10YR5/1)で、胎土に

は粗砂を多く含む。 
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図版番号 器種 形態 石 材 長 さ 中菌

(単位cm' g) 

厚 さ 重 さ

第31図 1 石 鍬 凹基 チャ ート� 22.92 16.63 3.52 1.1 

第31図 2 石 銀 凹基 黒曜石� 12.80 12.45 3. 19 0.3 

第31図 3 打製石斧 短冊 結晶片岩� 80.35 38.85 16.54 77.3 

第31図4 打製石斧 短冊 ホノレンフ ェノレス� 132.31 51.42 26.74 210.9 

第31図 5 打製石斧 短冊 砂岩� 120.38 46.51 21.59 141.1 

第31園6 打製石斧� f議 頁岩� 93.43 51.38 13.88 74.9 

第31図 7 打製石斧 機 砂岩� 86.61 62.32 26.31 188.8 

第31図8 打製石斧 分銅 砂岩� 93.93 59.26 17.11 115.6 

第31図 9 打製石斧 分銅 砂岩� 78.81 68.06 14.76 5 .104

第31図10 打製石斧 分銅 粘板岩� 106.10 75.72 22.69 222.5 

第31図11 打製石斧 挟入 砂岩� 156.26 72.52 25.12 318.1 

第32図12 自リ 器 片刃 ンフェノレスノレホ� 119.23 63.70 24.81 203.5 

第32図13 スタンプ形七器 頁岩� 96.75 83.99 52.62 542.9 

第32図14 儀韓 器 片刃 砂岩� 77.23 78.50 35.33 231.9 

第32図15 石 血l 安山岩� 115.33 93.88 37.91 446.0 

第32図16 石 皿 安山岩� 85.08 109.17 52.49 7 .485

第32図17 石 血l 両出凹� fE両閃緑岩� 126.34 134目� 31 59.38 1.401.6 

第33図18 石 皿l 裏面凹 安山岩� 204.70 127.17 63.61 2.280.7 

第33図19 石 皿 両面凹 砂岩� 172.69 142.16 51.83 1，588.5 

-r
l第33図;-石 核 ホノレンフェノレス� 168.18 82.34 4.115.6 

第� 5表包含層出土の石器観察表� 
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第 4章まとめ

城山遺跡、は、現在まで 44地点の発掘調査が実施され、旧石器時代・縄文時代草創・早・前・中期、弥

生時代後期、古墳時代前 ・中・ 後期、奈良 ・平安時代、中・近世の複合遺跡として判明している O そし

て本報告は、平成 4年度に発掘調査が実施された第 15地点と第16地点の調査成果を収録したものである。

ここでは、これ ら 2地点の調査所見をま とめること にする O

1. 城山遺跡第 15地点

第15地点は、志木市立志木第 3小学校の西校舎裏の道路工事に伴い発掘調査が実施されたものである。

この調査は、終始大変苦労した ものであったと言えよ う それは、昭和 50年代に今の西校舎の移築工事O

が施工された際に上 ・下水道管やカ、、ス管などの配管が同時に埋設されたと考えられるが、その配置図が

残っていなかったことにある。そのため、 調査初日から、 注意しながら、重機により表土剥ぎ作業を行っ

たが、結局水道管を破壊 してしま い、調査区域内には大量の水を冠水させてしまった。しかし、どの水

道管を破壊 したのか、ど、の止水栓を止めれば水を止め られるのか、市役所水道部に立ち会ってもらうが

すぐに対処できるものではなかった。さら に、検出された遺構と して、地表からの深さ 3.7mの柏城関

連の大堀 02号溝跡)があっ たことも付け加えることができる。 狭小な面積の中、大堀を断面方向では

なく、走向方向に対し縦に半載する形とな ってしまったからである。何とか調査を完了できたが、今か

ら思うと危険を伴った調査であったと言える。

さて、今回の第 15地点の調査では、古墳時代後期の住居跡 6軒、 中 ・近世の溝跡 2本 ・土坑 l基が検

出された。特に、 12号溝跡に関 しては、「舘村旧記 J (註1) にあ る「柏之城落城後の屋敷割の図 J(第 

34図)の本丸を囲む大堀に相当する可能性があ り、貴重な発見につながったと言えよう。

この屋敷割図に示される堀については、昭和 49 (974)年に実施された発掘調査によ って、中世に比

定される溝跡の一部が確認されているが、本格的にその解明に拍車をかけたのが、 昭和 55(1980)年の

市史編さん室により実施された発掘調査であった。その後の昭和 60 (1985)年には、志木市遺跡調査会

により発掘調査が実施され、その屋敷割図の配置通り に三の丸大堀に相当する堀跡が確認されたことか

ら、その資料の信恵、性が確かめ られている。

しかし、その屋敷割図に示されてはいな い多くの溝跡が、平成 2 (1990)年の第 12地点や平成 5 

(1993)年の第18地点の調査により確認されているのも事実である O この「舘村旧記』 の 「柏之城落城

後の屋敷割の図」は、享保12~14 (1724~1729) 年に執筆されたものであ るこ とか ら 、 江戸時代中期の

様子を描いた宅地図である O つまり、 18世紀前半頃には、大堀に相当する大規模な堀は、残存していた

と思われるが、それ以外の小・中規模のは堀跡等については、図示されていないため、すでにすべて埋

め戻されていた可能性がある O

今回検出された本丸の大堀に相当すると考えられる 12号溝跡についても 1 ~ 5層はロー ムブロックを

主体とする人為的な埋設土と考えられ、その土層中から、図版 5-4のような肥前系磁器 08世紀後半)

などが出土する ことは、時期的に『舘村旧記』の執筆後に最終段階の大規模な大堀埋め戻し作業があっ

たことが推測できる。ただ、『新編武蔵風土記稿 J(註 2)の中で、 「一今は畑と なりしかど、虚堀のあ

と土手の状などわづ、かに残りて一」と柏城についての記載があ ることに注意される O つまり、こ の『新

編武蔵風土記稿』が完成されたとする文政 11 (1828)年直前までは、記事にあ るように柏城の大堀や士 
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手などの痕跡が確認されていたこ とになる。そう考える ならば、前述 したように最終段階の大規模な大

堀埋め戻 し作業は、完全な形で埋め戻されたのではなく 、ある程度の窪みを残したま まで終了していた

と見るべきであろう。

写真 1は、平成13年 3月に柏城の三之丸の大堀に相当する部分を撮影した ものである。この部分は、

この写真を撮影後、盛土が施され、今では見ることができないが、確かに大堀があったであろ う部分の

窪みがは っきりと確認することができる O 

2. 城山遺跡第 16地点

第16地点は、マンション建設に伴い発掘調査が実施されたものである。本地点は城山遺跡の北東端に

位置 し、東側に大きく開析された谷地形に入り込む斜面地に存在する。そのため、本地点では、 通常確

認面とするローム面までは黒色土を基調とする土層が厚さ 80cm以上堆積しており、 その土層中からは、

市内初となる縄文時代草創期の爪形文系土器をはじめ多く の縄文土器が出土した。今回はその調査区内

のすべてを調査した訳ではないが、 調査区内には縄文時代の土器を主体とする遺物包含層が発達してい

るものと理解することできる。

また、今回の報告書刊行に伴い、整理作業を進めてき たわけであ るが、発掘調査当時にはかなり詳細

に遺物の分布図を作成する目的で遺物出土状態の実測を行っているが、 残念にもその後の管理の悪さ に

より、遺物と図面を照合すること はできず、第 5節の包含層出土遺物としての遺物の掲載に留めざるを

得なかった。さらに I区で 1号集石が 1基検出され、同時に遺物が数点出土しているが、これについて

も遺物が行方不明であり、掲載することができ なかっ たこ とをお詫び申 し上げる次第である。

さて、 本地点から は、縄文時代の集石 1基、平安時代の住居跡 1軒、中 ・近世の溝 2本・土坑 1基・

井戸跡 2基が検出さ れている。特に、 14・15号溝跡については、平成 2年に発掘調査が実施された第 12

地点で検出された溝跡と関連があ るものと思われる。可能性として、前項の第 15地点から検出された 12

号溝跡同様に柏城の堀跡に関連する遺構と考えられる。そ こでもう一度、第 34図の屋敷割図を参照する

写真 l 柏城大堀跡 (平成 13年 3月撮影) 

-71 



と本地点、に該当する地区には屋敷が構えられており 、堀等は確認できなL となれば、『舘村旧記』が、。

執筆された とされる享保12~14 (1727~1729) 年には、 すでに、埋め戻されていた可能性がある。 おそ

らく 、第12地点や今回検出された溝跡については、柏城の西之丸に対する東之丸に関連する施設の可能

性があるものと思われるO 

3.発掘調査の成果からみた柏城について

現在までの発掘調査により、柏城のすべてが解明されたと いうには、到底及ばないであろう� 前項でO

も触れたよう に昭和55 (1980)年の市史編さん室や昭和60年� (1985)年の志木市遺跡調査会によって実

施された発掘調査を契機に明らかに第34図に提示した柏城落城後の屋敷割の図に相当する大堀跡が確認

されているが、今日 に至ってもまだ柏城の実体を確認したに過ぎないと言える O

第34図は 『舘村旧記』にある 「柏之城落城後の屋敷害IJの図」を第35図と南北軸を合わせるために上下

逆さまに転写した ものである。第35図は今までの発掘調査で検出さ れた柏城に関連すると思われる溝跡

を白図上に合成したも のである O

以下、現在までに確認された柏城関連と思われる遺構についてを列記することにする O

①三の丸大堀跡	 昭和55 (1980)年の市史編さん室による調査、昭和60 (1985)年の志木市遺跡調査

会による第� l地点、平成13(2001)年の志木市遺跡調査会による第42地点から確認さ

れている。規模について は、 市史編さん室の調査から、深さが地表から4.7m、上幅

は推定でミ122m、下幅は1.. 6mで、ある。

②本 	  丸 大 堀 本報告に掲載した第15地点の12号溝跡が相当する。規模は、深さが地表面から3.7

m前後、推定で上幅約� 9m、下幅約� 1mlこも及ぶ可能性がある。

③そ	 の� 他 以下のよ うに『舘村旧記」の「柏之城落城後の屋敷割の図」に示されていない遺構

についても柏城関連のものと考えられる。� 
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第34図 柏城落城後の屋敷割の図� (上下を逆さまに転写)� 
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昭和49 (1974)年の市史編さん室による� A地点の調査により、 本丸跡内を南北に走

向する深さ� 1. 1m (確認、面か ら)・上幅1.� 8m・下幅0.9mの溝跡� 1本が検出されている。

昭和� 57 (1982)年の市史編さん室による� B地点の調査でも、本丸跡内を南北に走向

すると思われる溝状遺構が検出されているが、詳細不明である。

平成� 2 (1990)年には、本報告の第� 16地点のす ぐ南側で道路改良工事が行われ、そ

の工事に伴う調査で、中 ・近世の所産と思われる溝町、� 4本・井戸跡� 1基・地下式坑� 2

基が検出されている。

また、平成� 5 (1993)年には、志木市立志木第� 3小学校の校庭の雨水流水抑制工事

に伴い実施された第� 18地点の調査で、本丸跡内に相当する位置から溝跡� 6本・士坑� 6

基が検出されている。

平成� 6 (1994)年、志木市遺跡調査会で実施された第� 26地点でも二の丸跡内から東

西方向に走向する中規模の溝跡� 1本が検出されているO

本報告の14・15Mの� 2本の溝跡が検出された第� 16地点は、『舘村旧記』の「柏之城

落城後の屋敷割の図」で二の丸大堀の東側の 「清左衛門賀、伊藤縫之助、忠右衛門{卒、

由左衛門伴、宇左衛門伴…」と書かれた屋敷部分に相当する。この時点では、これら

の溝跡は跡形もな く埋め戻されていた可能性があ る。

また、第35図では、最大の防御施設であると考えられる三の丸大堀は、西側に至っては台地下の低地

にそのまま移行し、東側では、行屋稲荷の手前で城山遺跡と中野遺跡を区切る谷に吸収あるいはその谷

をうまく共有し利用したと思われる。北側は、現在の志木第� 3小学校(当時は足立中学校〉の建設工事

により台地縁辺部がかな り掘削されているが、城山員塚のラインに沿ってかなり広がっていたものと考

えられる。

柏城の外側を概観すると、西側から北側、そして東側にかけては全体に柳瀬川に開析された低地であ

り、南側は武蔵野台地の奥方向に向いている ことが理解できる� そのため、外敵には最も弱いと考えらO

れる南側に人工的な大堀を掘る必要があり大規模工事を行ったことが想像されるが、実際には武蔵野台

地の北端という自然地形を充分に考慮して最大限にコストを抑えることに成功した要塞であったと言え

ることができるであろう。

註� 

(1) r舘村旧記』は、舘村(現在の志木市柏町 ・幸町・ 館)の名主であっ た宮原仲右衛門仲恒が、享保12~14(1727~1729) 


年にかけて執筆したものである。
 

( 2) r新編武蔵風土記稿』は、昌平醤地理局総裁林述斎編。全� 265巻で、文政� 11 (1828)年に成立。� 
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